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はじめに 
1.1 農産物の無人販売所とは 
農産物の無人販売所は、農家や家庭菜園ユーザーなどが自分で育てた農産物を販売するた
めの施設や場所です。以下に詳細を説明します。 
 
農産物の販売:  
無人販売所では、農産物を直接販売することができます。農家や家庭菜園ユーザーなどが自
身で育てた新鮮な野菜、果物、加工品などが販売されます。 
 
販売形態:  
無人販売所では、販売者が常駐せず、顧客は自己責任で商品を選んで購入する形態が一般的
です。顧客は販売所内に設置された陳列棚や冷蔵庫から商品を選び、金銭を投入するなどの
自動販売機方式を利用して商品を購入します。 
 
利便性と直接取引:  
無人販売所は、農産物の生産者と消費者を直接結びつける役割を果たします。消費者は農産
物の新鮮さや安全性について直接的な情報を得ることができ、生産者は自家消費や収益化
の手段として販売所を活用することができます。 
 
1.2 無人販売所の魅力 
無人販売所には「地産地消」「コミュニケーション形成」といった魅力があります。 
顧客は無人販売所での購入体験を通じて、地産地消の考えを実践したり、コミュニケーショ
ンを築くことができます。 
 
地産地消の考え: 
無人販売所では、地元の農産物が販売されます。顧客は地元の農産物を購入することで、自
分の地域の農業をサポートすることができます。地産地消の考えを実践することで、持続可
能な地域経済を支える一員となります。また、地元の農産物は新鮮で品質が高く、地域特産
品や伝統的な品種を楽しむことができます。 
 
コミュニケーションの構築: 
無人販売所は、生産者と消費者の直接のコミュニケーションを促進します。通常の販売所で
は、生産者との対話や情報交換が難しい場合もありますが、無人販売所ではそのような壁を
取り払います。顧客は農産物の品質や栽培方法についての情報を探ることができ、生産者の
ストーリーや農業の背景に触れることができます。このようなコミュニケーションの機会
は、消費者にとってより豊かな購入体験をもたらします。 
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1.3 本ガイドラインの目的 
本ガイドラインの目的は、農産物の無人販売所を適切に設置・運営するための基準やルール
を提供することです。本ガイドラインで提供する内容は、一般的な内容となる為、お住まい
の地域（地方自治体）の規制に基づいてご実施下さい。 
以下に詳細を説明します。 
 
農産物の品質管理:  
ガイドラインでは、無人販売所で販売する農産物の品質管理に関する基準や手法を提供し
ます。適切な収穫タイミング、保存方法、品質チェックなどについての情報を提供し、顧客
に安心して購入できる品質の農産物を提供します。 
 
☑収穫タイミング: 
農産物の収穫タイミングは、品質を最大限に保つために非常に重要です。収穫は適切な成熟
度で行われるべきであり、これは農産物の種類によって異なります。収穫時期を逃すと、農
産物の品質が低下する可能性があります。例えば、野菜では食味や栄養価の低下、果物では
食感や風味の損失などが起こる場合があります。収穫タイミングを正確に把握し、最適な時
期に収穫することが重要です。 
 
☑保存方法: 
農産物の保存方法は、品質を維持する上でも重要です。保存方法は農産物の種類や特性に応
じて異なりますが、一般的な原則としては以下のようなものがあります。例えば、野菜や果
物は適切な温度と湿度で保管する必要があります。一部の農産物は冷蔵保存が必要であり、
他の農産物は常温保存が適しています。また、適切な包装や保護措置を施すことも重要です。
これにより、農産物の鮮度や風味を維持することができます。 
 
☑品質チェック: 
農産物の品質チェックは、無人販売所で販売する前に行われるべき重要なステップです。こ
れにより、顧客に安心して購入できる品質の農産物を提供することができます。品質チェッ
クでは、農産物の外観、色、形状、傷や虫害の有無などが評価されます。また、味や香り、
栄養価なども検査される場合があります。品質チェックにより、不適切な農産物は除外され、
高品質な農産物のみが販売されるようになります。 
 
安全性の確保:  
無人販売所で販売される農産物の安全性確保は非常に重要です。ガイドラインでは、食品衛
生法に基づく基本ルールや衛生管理の手法、消費期限の設定と表示などについて具体的な
指針を提供します。 
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■基本ルールと衛生管理の手法 
☑食品衛生管理者の指定:  
無人販売所においては、食品衛生管理者を指定することが求められます。食品衛生管理者は、
食品衛生の専門知識を持つ責任者であり、衛生管理の責任を負います。 
 
☑衛生管理計画:  
衛生管理計画は、無人販売所での衛生管理の方針や手順をまとめた文書です。衛生管理計画
には、食品の取り扱い方法、衛生設備の管理、清掃・消毒の頻度や方法、従業員の衛生教育
などが含まれます。 
 
■消費期限の設定と表示 
☑消費期限の設定:  
食品衛生法では、特定の食品に対して消費期限を設定することが求められます。消費期限は、
食品の安全性や品質を保つために、製造・加工日から一定期間を経過した後に食品が適さな
くなる日付です。 
 
☑消費期限の表示:  
無人販売所で販売される食品には、消費期限の表示が義務付けられています。消費期限は、
製造・加工日からの日数や、具体的な日付で表示される必要があります。消費期限が過ぎた
食品は販売せず、適切に廃棄する必要があります。 
 
 
法的な要件の遵守:  
無人販売所の設置や運営には、地方自治体の許可や登録、法的な要件の遵守が求められる場
合があります。ガイドラインでは、一般的に必要な手続きや法的な要件について詳しく説明
し、適切な運営をサポートします。ただし、お住いの地域によって許可が異なる場合がある
為、最寄りの保健所等にご確認をお願い致します。 
 
■無人販売所の許可について 
 

●自治体等へ営業許可が必要な場合 
○調理機能付き自動販売機を設置する場合 

 
【申請手順】 
・ステップ 1：事前相談及び準備 
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自動販売機の設置前に、施設平面図（機器配置を含む）等を設置場所を管轄する保健所に
持参し、施設基準等の説明を受けます。 

食品衛生責任者の資格を取得します。「営業施設の基準」「公衆衛生上講ずべき措置の基準」
が都道府県や市の条例で定められていますのでご確認ください。 
 
・ステップ 2：申請書類等の提出 

以下の書類を設置の 10 日前までに提出します。 
   食品営業許可申請書 
   営業施設の大要 
   施設の平面図及び付近案内図 
   食品衛生責任者の資格を証明するもの（原本） 
   営業許可申請手数料 
   発行後 6 カ月以内の登記簿謄本の原本（法人） 
 
・ステップ 3：食品衛生監視員による自動販売機調査 

保健所から食品衛生監視員が自動販売機を調査し、設置基準に適合しているかどうかを
確認します。 
 
・ステップ 4：許可書の交付 

設置基準に適合していれば、保健所から食品営業許可書が交付されます。 
 
・ステップ 5：営業開始 

許可書が交付されたら、無人販売所の営業を開始できます。 
 
●自治体等へ営業許可が必要ない場合 

○野菜や果物の生鮮食品販売（常温） 
○自動販売機の内、調理機能及び高度な機能が無く、常温で⻑期間保存可能なものを保管

する場合 
 
 
「はじめに」のセクションでは、農産物の無人販売所の概要と本ガイドラインの目的につい
て説明しました。無人販売所は農家や家庭菜園ユーザーが自家消費や収益化のために利用
する施設です。本ガイドラインは無人販売所の適切な設置・運営を支援するための基準やル
ールを提供します。 
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無人販売所の設置と運営 
2.1 販売所の場所選び 
無人販売所を設置する場所の選定では、以下の要素を考慮する必要があります。 
 
交通アクセスの便利さ:  
販売所が交通の要所や人の流れの多い場所に位置することは重要です。アクセスの便利さ
は、顧客の利用しやすさや集客力に直結します。 
 
周辺の人の流れ:  
周辺の人の流れや商業施設の密集度を調査し、販売所の設置場所を選定します。人の流れが
多い場所や買い物客が集まるエリアは、販売所の集客効果が高まります。 
 
駐車場の有無:  
販売所の近くに駐車場があるかどうかも考慮すべき要素です。顧客が車での来店をする場
合、駐車場の利便性が重要となります。 
 
競合店や規制事項の確認:  
近隣に競合する農産物販売店が存在するか、規制事項（例: 都市計画法、衛生管理の規定）
があるかを確認し、販売所の成功を左右する要素を考慮します。 
 
 
2.2 必要な設備とセキュリティ対策 
無人販売所には、以下の設備とセキュリティ対策が必要です。 
 
陳列スペースや冷蔵庫などの設備:  
販売する農産物を陳列し、適切な状態で保管するために陳列スペースや冷蔵庫などの設備
が必要です。陳列スペースの配置やディスプレイの工夫によって、商品のアピール度や陳列
効果を高めることも重要です。 
 
盗難や器物損壊の防止対策:  
盗難や器物損壊を防止するためには、セキュリティ対策が必要です。防犯カメラやセンサー
などの監視装置を設置し、不正な行為があった場合に備えることが重要です。 
 
 
2.3 許可や登録の手続き 
農産物の無人販売所を運営するには、地方自治体の許可や登録が必要な場合があります。以
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下に詳細を説明します。 
 
地方自治体の許可や登録:  
販売所の設置や運営に関して、地方自治体の規定や条例に基づいた許可や登録が必要な場
合があります。許可や登録の手続きや必要な書類、申請方法について地方自治体の担当窓口
と相談しましょう。 
 
例えば、愛知県名古屋市では、無人販売所の設置や運営に関して、名古屋市環境条例に基づ
く届出制度があります。届出制度とは、無人販売所を設置する場合に、事前に名古屋市環境
局環境保全部環境保全課に届け出ることを義務付けたものです。届出書や必要な書類、届出
方法については、名古屋市のホームページで確認できます。 
 
 
法的な要件の確認:  
許可や登録に関連して、法的な要件を確認することも重要です。食品衛生法や商業施設の管
理規則など、関連する法律や規制の遵守が求められます。 
 
2.4 販売所の運営に関する注意点 
無人販売所の日常的な運営に関する注意点を以下にまとめます。 
 
清掃と衛生管理:  
販売所の清潔さと衛生管理は重要です。定期的な清掃や消毒、ゴミ処理の適切な管理を行い、
顧客に安心感を提供するよう心掛けましょう。 
 
商品補充と管理:  
商品の補充は定期的に行い、品切れや賞味期限切れの商品がないように注意しましょう。ま
た、商品の在庫管理や回転率の確認も重要です。 
 
商品の在庫管理や回転率の確認方法について、いくつか例を挙げてみます。 
 
☑在庫管理システムの導入: 
在庫管理システムを導入することで、商品の在庫状況をリアルタイムで把握することがで
きます。このシステムでは、商品の入庫や出庫を記録し、在庫数を管理します。一部の在庫
管理システムには、在庫が一定数以下になった場合に自動的に補充依頼を出す機能も備わ
っています。 
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☑バーコードや QR コードの利用: 
商品にバーコードや QR コードを付けることで、商品の識別や在庫管理が容易になります。
バーコードリーダーやスマートフォンアプリを使用して、商品の入庫や出庫を素早く記録
することができます。これにより、正確な在庫数を把握し、必要な時に補充することができ
ます。 
 
☑定期的な棚卸し: 
定期的に商品の棚卸しを行うことで、実際の在庫数と在庫管理システムのデータとの整合
性を確認することができます。棚卸しでは、商品の数を手作業で数え、在庫数の確認や不足
している商品の特定を行います。また、期限切れの商品や品質に問題のある商品も同時にチ
ェックすることが重要です。 
 
☑回転率の計算: 
商品の回転率は、特定の期間内に販売された商品の割合を示す指標です。回転率の計算には、
販売期間内の売上数量や売上金額、在庫数などが必要です。一般的な計算式としては、以下
のようになります。 
回転率 = (売上数量 / 平均在庫数) × 期間 
※回転率を計算することで、特定の期間内にどれだけの商品が販売されたかを把握するこ
とができます。回転率が低い場合は、在庫が滞っている可能性があり、需要の変化や商品の
選定に注意が必要です。 
 
 
設備のメンテナンス:  
設備の故障やトラブルを未然に防ぐために、定期的なメンテナンスを行いましょう。冷蔵庫
や陳列棚などの設備の動作確認や修理・点検を適切に行うことが重要です。 
 
 
「無人販売所の設置と運営」のセクションでは、無人販売所の設置場所の選定、必要な設備
やセキュリティ対策、許可や登録の手続き、日常的な運営に関する注意点について説明しま
した。適切な場所の選定やセキュリティ対策、法的な要件の遵守などを行うことで、無人販
売所の安定的な運営が可能となります。 
 
 
販売する農産物の選定と準備 
3.1 品質管理と安全性確保の重要性 
販売する農産物の品質管理と安全性の確保は、無人販売所の信頼性や顧客満足度を高める
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ために非常に重要です。以下に詳細を説明します。 
 
収穫タイミングの把握:  
農産物の品質は収穫時の適切なタイミングに大きく影響されます。例えば、野菜の場合、収
穫が早すぎると未熟な状態で販売され、品質や風味が損なわれる可能性があります。逆に、
収穫が遅すぎると品質の低下や腐敗のリスクが高まります。収穫タイミングを正確に把握
し、最適な状態での収穫を心掛けることが重要です。 
 
一般的に、JA などへの卸す際の収穫期は、市場需要や流通の都合などを考慮して決定され
ます。農産物は流通経路を経て最終的に消費者に届くため、流通のスケジュールや需要に合
わせた収穫が求められますが、無人販売所の場合は、市場需要や流通の都合、配送スケジュ
ール等を考慮する必要が無い為、顧客に食べて欲しい状態のものを提供することが可能で
す。 
ただし、無人販売所となる為、常温状態で数時間から数日放置されることを考慮する必要は
あります。収獲のタイミングについては、店舗オーナーの考えでご判断下さい。 
 
 
保存方法:  
農産物の鮮度と品質を保つためには、適切な保存方法が必要です。例えば、野菜や果物は適
切な温度と湿度で保存する必要があります。また、通気性のある容器や袋に入れて保管する
ことで、風通しや湿度調整を行うことができます。各農産物ごとに最適な保存方法を把握し、
適切な環境で保管することが品質管理の重要な要素です。 
 
次に挙げるのは、ほんの一例です。 
 
■野菜 
・じゃがいも: 涼しい場所での常温保存が適しています。湿気に弱いため、通気性のある袋
に入れて保管します。 
・キャベツ: 冷暗所での常温保存が適しています。外側の葉を取り除き、袋に詰めて保存し
ます。 
・レタス: 冷蔵庫の野菜室で保管します。茎を切り、葉を乾燥させずに袋に入れて保存しま
す。 
■果物 
・りんご: 冷暗所での常温保存が適しています。一つ一つを紙で包んで、通気性のある袋に
詰めて保管します。 
・グレープフルーツ: 冷蔵庫での常温保存が適しています。風通しの良い袋に詰めて保存し
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ます。 
・キウイフルーツ: 冷暗所での常温保存が適しています。熟したものと未熟なものを分けて、
袋に詰めて保管します。 
 
 
 
品質チェックの手法:  
販売する農産物の品質を確保するために、定期的な品質チェックを行うことが重要です。外
観、色合い、傷や虫害の有無、新鮮さなどの要素を注意深くチェックし、品質に問題がある
場合は迅速に対処することが求められます。品質チェックの手法や基準について、具体的な
ガイドラインを作成し、適切なチェックプロセスを実施することが重要です。 
 
3.2 販売可能な農産物の選定 
無人販売所で販売可能な農産物の選定基準を以下に詳しく説明します。 
 
鮮度の維持が容易な野菜や果物:  
無人販売所では、⻑時間の陳列や販売の自己管理が求められます。そのため、鮮度を維持し
やすい野菜や果物が適しています。例えば、葉物野菜や果物の一部（リーフレタス、スピン
アチ、トマトなど）は、鮮度が⽐較的⻑持ちし、購入後も品質が保たれる傾向があります。 
 
加工品:  
農産物の加工品も無人販売所で販売することができます。例えば、ジャム、ドライフルーツ、
加工野菜の漬物などは保存が⽐較的容易で、購入者にとって利便性が高いです。 
※加工品の販売には、食品衛生管理者や食品衛生責任者などの資格が必要となる場合がご
ざいます。詳しくは、最寄りの保健所へご確認下さい。 
 
 
3.3 農産物の収穫タイミングと保存方法 
農産物の収穫タイミングの判断基準と適切な保存方法について以下に詳しく説明します。 
 
収穫タイミングの判断基準:  
農産物の収穫タイミングは、各作物ごとに異なる基準があります。一般的には、果物は完熟
して甘みが増した状態で収穫します。野菜は、食材として最も美味しい状態で収穫すること
が求められます。また、収穫時の気象条件や栽培方法なども考慮し、最適な収穫タイミング
を判断します。ただし、無人販売所となる為、常温状態で数時間から数日放置されることを
考慮する必要はあります。収獲のタイミングについては、店舗オーナーの考えでご判断下さ
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い。 
 
 
保存温度・湿度の管理方法:  
農産物の保存には適切な温度と湿度の管理が重要です。一般的には、野菜は低温で保存し、
果物は適度な温度で保存することが推奨されます。具体的な温度や湿度は、各農産物ごとに
異なるため、適切な保存方法を把握し、適切な環境で保存するようにしましょう。 
 
以下はほんの一例です。 
 
☑野菜: 

じゃがいも: 7〜10℃、湿度 70〜80% 
キャベツ: 0〜2℃、湿度 90〜95% 
レタス: 0〜4℃、湿度 90〜95% 

☑果物: 
りんご: 0〜4℃、湿度 85〜90% 
グレープフルーツ: 7〜10℃、湿度 85〜90% 
キウイフルーツ: 0〜2℃、湿度 85〜90% 

 
3.4 消費期限の設定と表示 
販売する農産物には消費期限を設定し、適切に表示することが求められます。販売する作物
を袋へ入れたり、紙で包む等した場合は、作物の表示情報項目をシール等で表示することが
好ましいです。作物をまとめてカゴ等に入れて「1 個○○円」などと販売する場合は、カゴ
自体に表示情報項目を表示することが好ましいと思われます。以下に詳細を説明します。 
 
消費期限の設定基準:  
消費期限は、農産物の品質や安全性を保つために設定されます。設定基準は農産物ごとに異
なりますが、一般的には収穫日や加工日からの日数や保存状態に基づいて設定されます。農
産物の特性や鮮度の持続性、保存方法などを考慮して、消費期限を設定する必要があります。 
 
表示情報の項目:  
販売する農産物のパッケージやラベルには、消費期限の他にも重要な表示情報が含まれる
べきです。一般的な表示情報の項目には、商品名、原産地、栽培方法、生産者情報、保存方
法、アレルギー物質の有無などがあります。これらの情報は、消費者が商品の品質や安全性
を正しく判断できるようにするために必要です。 
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表示方法:  
消費期限や表示情報は、商品のパッケージやラベルに明示的に表示されるべきです。文字の
大きさや色のコントラストなど、表示が読みやすく理解しやすい形式であることが重要で
す。また、表示情報は明瞭で正確である必要があります。消費者が適切な判断をするために
は、正確な情報が提供されることが重要です。 
 
 
「販売する農産物の選定と準備」のセクションでは、販売する農産物の品質管理や安全性確
保、適切な選定、収穫タイミングと保存方法、消費期限の設定と表示について説明しました。
品質管理や鮮度の維持、表示情報の適切な提供などを行うことで、顧客に安心して農産物を
提供することができます。 
 
 
商品の陳列と販売方法 
4.1 陳列スペースの配置と整理 
商品の陳列スペースの配置と整理には以下の要素を考慮する必要があります。これらを意
識することにより、UI の向上が期待でき、より顧客が買いやすい環境が整います。 
 
陳列スペースの効果的な配置:  
陳列スペースの配置は、商品のアピール度や買いやすさに影響を与えます。例えば、目立つ
場所や入り口付近に新鮮な野菜や人気商品を配置することで、顧客の注意を引きやすくな
ります。また、陳列スペースの高さや間隔も商品の見やすさや取りやすさに影響します。 
 
商品のグループ分け:  
商品をカテゴリーや種類ごとにグループ分けすることで、顧客が商品を見つけやすくなり
ます。例えば、野菜や果物を種類別に分けたり、加工品を一箇所にまとめたりすることが効
果的です。また、季節やイベントに合わせた特設コーナーを設けることもあります。 
 
見やすさやアピールポイントの考慮:  
商品を見やすく陳列するために、ラベルやパッケージの表記を見やすくする工夫や、商品の
特徴や利点を強調するアピールポイントを考慮します。鮮やかな色や魅力的なデザインを
活用することで、商品の魅力を引き出すことができます。 
 
 
4.2 農産物の見た目と鮮度維持 
農産物の見た目と鮮度維持には以下の要素が関係します。 
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（やる場合）包装やラベルの見た目の美しさと清潔さ:  
商品の包装やラベルは、顧客の第一印象を左右します。清潔で美しく整ったパッケージやラ
ベルを使用し、商品の品質や安全性をアピールすることが重要です。 
 
鮮度を維持するための冷蔵方法と適切な陳列方法:  
農産物の鮮度を維持するためには、適切な冷蔵方法と陳列方法が必要です。冷蔵庫や冷蔵ケ
ースを使用して商品を適切な温度で保管し、鮮度を保つようにします。また、野菜や果物の
場合は、露出時間を最小限に抑え、商品を新鮮な状態で陳列することが重要です。 
 
4.3 商品の価格設定と表示 
商品の価格設定と表示方法には以下の要素が関係します。 
 
適正な価格設定の考え方:  
商品の価格設定は、生産コストや市場の需要と供給バランス、競合他店の価格などを考慮し
て行います。適正な価格設定を行うためには、費用と利益を考慮し、顧客にとって魅力的で
公平な価格を設定することが重要です。 
 
競合他店や市場の価格調査:  
商品の価格設定においては、競合他店や市場の価格動向を把握することが重要です。類似商
品の価格を調査し、自社の商品の特徴や付加価値を考慮して価格を設定することが求めら
れます。 
 
価格表示の法的要件:  
商品の価格表示には法的な要件があります。価格表示法に基づき、正確な価格表示を行いま
しょう。価格表示の際には、消費税の表示や割引価格の表示など、法的な規定に従って適切
な情報を提供することが必要です。 
 
価格表示の明瞭性や分かりやすさ:  
価格表示は明瞭で分かりやすい形式で行う必要があります。表示文字の大きさやカラーコ
ントラスト、表示項目の明確さなどに注意し、顧客が価格情報を正しく理解できるようにし
ます。 
 
4.4 支払い方法と領収証発行 
支払い方法や領収証の発行には以下の要素が関係します。 
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現金や電子決済の選択肢:  
無人販売所では、現金や電子決済（クレジットカード、電子マネー、QR コード決済）など
の複数の支払い方法を提供することが理想です。顧客が利便性に合わせて選択できるよう、
異なる支払い手段を用意しましょう。現金の場合は、適切なおつりの準備をし、顧客に迅速
かつ正確に対応することが重要です。一方、電子決済を利用する場合、領収証は電子決済サ
ービス内で確認できます。顧客は電子決済アプリやウェブサイトで取引履歴や領収証を閲
覧することができます。今後は、導入や利用の手軽さや、外国人利用者にもわかりやすい決
済サービスの需要が高まることが見込まれます。 
 
適切な支払い方法の提供:  
支払い方法の提供には、顧客の利便性や安全性を考慮する必要があります。顧客にとって使
いやすい支払い方法を提供し、トラブルや不正利用のリスクを最小限に抑えるためにセキ
ュリティ対策を講じましょう。たとえば、現金を受け取る場合には適切な金庫や安全な保管
方法を確保し、電子決済を導入する場合にはセキュリティの確保と情報漏洩の防止策を実
施しましょう。 
 
領収証発行の必要性と情報項目:  
領収証の発行は、取引の証明や顧客へのサービス向上の一環として重要です。現金支払いの
場合は、領収証の発行は困難ですが、電子決済の場合、電子決済サービス内で領収証を確認
できます。領収証には以下の情報項目を含めることが一般的です。購入商品の詳細（商品名、
数量、価格）、取引日時、販売所の名称や連絡先、支払い方法、合計金額など。また、法的
な要件に基づいて必要な情報（消費税の表示など）を適切に記載することも重要です。 
 
法的な要件:  
支払い方法と領収証の発行には、法的な要件があります。一般的な要件を記載します。 
 
☑消費税法に基づく表示義務: 
無人販売所で農産物を販売する場合、消費税法に基づく表示義務があります。具体的には、
以下の情報を表示する必要があります。 
・商品の販売価格（税込み価格） 
・販売価格に含まれる消費税額 
 
☑計量法に基づく表示義務: 
農産物の販売においては、計量法に基づく表示義務も重要です。具体的な要件は、以下のよ
うなものがあります。 
・商品の重量や数量を正確に表示すること 
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・商品の重量を計測するために正確な計量器具を使用すること 
・商品の計量器具について、検定や点検を受けること（必要な場合） 
 
☑地方自治体の条例や規則に従う: 
地方自治体によっては、無人販売所の設置や運営に関する条例や規則が存在する場合があ
ります。これには、設置場所の条件や許可手続き、衛生管理の基準などが含まれます。具体
的な要件や手続きについては、該当する地方自治体の規定を確認する必要があります。 
 
「商品の陳列と販売方法」のセクションでは、商品の陳列スペースの配置と整理、商品の見
た目と鮮度維持、価格設定と表示、支払い方法と領収証発行について説明しました。効果的
な陳列方法や鮮度管理、適正な価格設定と表示、スムーズな支払いと領収証の発行などを行
うことで、顧客の利便性と満足度を高めることができます。 
 
衛生管理と安全対策 
5.1 衛生面の注意点と清潔な環境づくり 
衛生管理と清潔な環境づくりには以下の要素が関係します。 
 
衛生管理のルールと手順について: 
無人販売所では、明確な衛生管理のルールと手順を策定する必要があります。具体的なルー
ルや手順は、食品の取り扱い前後の手洗いや、食品に直接触れる箇所の清掃と消毒、衛生管
理記録の作成などを含みます。これらのルールと手順については、ガイドラインや関連する
法律に基づいて具体的な指針を提供します。衛生管理のルールと手順を遵守することによ
り、食品の品質や安全性を確保することができます。 
 
■具体的な指針 
☑清掃作業の頻度: 
高頻度に接触する箇所（例：取り扱いスペースや陳列棚）は、毎日の清掃が望ましいです。 
低頻度に接触する箇所（例：壁や天井）は、定期的な清掃（週に一度など）が適切です。 
 
☑清掃の方法: 
清掃前には手洗いを行い、清掃用具（ブラシやクロス）を適切に洗浄・消毒しておきます。 
食品に触れる箇所や汚れが溜まりやすい箇所に重点的に清掃を行います。 
食品残渣や汚れを除去し、適切な洗剤を使用して清掃します。 
清掃後は水で充分にすすぎ、残留物がないことを確認します。 
 
☑使用する洗剤や消毒剤: 
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洗剤や消毒剤は、食品衛生法や関連する規制に基づき適切なものを選びます。 
食品に直接触れる箇所では、食品衛生基準に適合した洗剤や消毒剤を使用します。 
洗剤や消毒剤の使用方法については、製品の指示に従います。 
 
☑清掃の対象となる箇所: 
陳列棚や冷蔵庫の内部・外部は、食品の直接触れる箇所であるため清掃が必要です。 
取り扱いスペースや作業台、手を置く箇所も清掃の対象となります。 
床や壁、天井も清掃対象であり、汚れやほこりの溜まりやすい箇所を重点的に清掃します。 
 
 
 
5.2 食品安全基準の遵守 
農産物の無人販売所では、食品安全基準を遵守することが重要です。以下の要素について詳
しく説明します。 
 
食品衛生法や関連する基準:  
食品安全基準は、食品衛生法や関連する基準に基づいて定められています。ガイドラインで
は、食品衛生法の要件や関連する基準（HACCP など）について詳しく解説します。これら
の基準に従い、衛生管理のルールや手順を定めましょう。 
 
■食品衛生法の要件や関連する基準（HACCP など）について 
 
☑食品衛生法の要件: 
食品の品質と安全性の確保: 食品は人の健康に影響を及ぼす可能性があるため、製造・販売
段階での品質と安全性の確保が求められます。衛生管理や衛生設備の整備、食品の表示・表
示義務、添加物の使用基準などが規定されています。 
 
☑原料や添加物の規制:  
食品衛生法では、原料や添加物の使用に制限や禁止がある場合があります。例えば、特定の
食品アレルギー物質の表示義務や使用制限があることがあります。 
 
☑HACCP（Hazard Analysis and Critical Control Point）: 
HACCP は食品安全管理の国際的な基準であり、食品業界で広く採用されています。HACCP
は食品の生産・製造・販売過程において、危害要因（ハザード）を分析し、重要管理点（CCP）
を特定して食品の安全性を管理する手法です。HACCP の導入により、食品のリスクを最小
限に抑えることができます。 
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これらの要件や基準に従うためには、以下のような対策を取る必要があります。 
 
☑衛生管理の徹底:  
食品の製造・販売過程での衛生管理は非常に重要です。衛生基準を策定し、従業員の衛生意
識を向上させるための教育やトレーニングを実施しましょう。また、定期的な清掃や衛生検
査、衛生設備の維持管理を行うことも重要です。 
 
☑原料・添加物の管理:  
食品の原料や添加物の選定には慎重さが求められます。供給元の信頼性や品質管理体制を
確認し、法的な制約や規制を遵守する必要があります。 
 
☑製造・販売過程の管理:  
食品の製造・販売過程における重要管理点（CCP）を特定し、適切な管理策を策定・実施し
ましょう。生産ラインの監視や記録の取り扱い、不良品の管理や追跡、賞味期限の管理など
が含まれます。 
 
☑食品の表示管理:  
食品の表示には正確かつ適切な情報提供が求められます。商品名、原材料、アレルギー物質、
賞味期限、保存方法などの表示項目を確認し、適切な表示を行いましょう。 
 
 
衛生管理記録の作成:  
衛生管理記録の作成は、食品の安全性を確保するために重要です。ガイドラインでは、衛生
管理記録の作成方法や必要な項目について具体的に説明します。衛生管理記録の適切な作
成と保管により、問題発生時の対応や監査時の証明に役立ちます。 
 
 
■衛生管理記録の作成方法や必要な項目について 
 
☑清掃・消毒記録: 
清掃作業や消毒作業の日付と時間を記録します。 
清掃・消毒を行った箇所（陳列棚、冷蔵庫、作業スペースなど）を明記します。 
使用した洗剤や消毒剤の種類や使用方法を記録します。 
 
☑手洗い記録: 
従業員や関係者の手洗いの実施状況を記録します。 
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手洗いの日時や手洗いを行った場所を明記します。 
 
☑食品の取り扱い記録: 
食品の入荷日時や出荷日時を記録します。 
食品の品名や数量、品質のチェック結果を記録します。 
食品の管理温度（冷蔵庫や保冷庫の温度）を記録します。 
 
☑衛生教育・訓練記録: 
従業員や関係者への衛生教育や訓練の実施状況を記録します。 
教育・訓練の内容や日時、参加者の氏名を明記します。 
 
☑トラブル対応記録: 
問題やクレームの発生時に行った対応や措置を記録します。 
問題の内容や対応者、対応日時を明記します。 
 
 
5.3 虫害や病害の予防と対策 
虫害や病害の予防と対策には以下の要素が関係します。 
 
農薬の適切な使用方法や防除対策: 虫害や病害の予防と防除には、農薬の適切な使用方法や
防除対策が重要です。ガイドラインでは、農薬の選定と使用方法、防除対策の実施方法につ
いて詳しく解説します。農薬の使用に際しては、安全性や環境への配慮を念頭に置きましょ
う。※農薬の使用には地方自治体や関連する法令に基づく規制が存在するため、具体的な要
件や制約を確認する必要があります。 
 
■農薬の選定と使用方法、防除対策の実施方法について 
 
☑農薬の適切な選定: 
使用する農薬は、対象となる害虫や病気に効果的であることを選定します。 
農薬のラベルや説明書をよく読み、使用方法や安全な取り扱い方法について理解します。 
 
☑農薬の使用方法: 
農薬の使用前には、必ず安全な保護具（マスク、手袋、作業着など）を着用します。 
農薬の適切な濃度や散布量、散布のタイミングに従って使用します。 
風のない穏やかな天候や、害虫の活動が活発な時間帯を選んで農薬を散布します。 
農薬の誤使用や飛散を防ぐため、散布時には散布器具の適切な使用を心掛けます。 
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☑防除対策の実施: 
防除対策として、農薬に頼らずに文化的防除や生物防除を積極的に取り入れます。 
文化的防除では、農作物の栽培管理を通じて病害虫の発生を予防します（例：適切な栽培手
法や作物のローテーション）。 
生物防除では、天敵や益虫を活用して害虫の天敵となる生物を導入するなど、自然の生態系
を活用します。 
 
☑安全性と環境への配慮: 
農薬の使用に際しては、自身や周囲の人々の安全性を最優先に考えます。 
農薬の取り扱いや散布時には、使用法に基づいた適切な保護措置を取ります。 
環境への影響を最小限に抑えるために、使用量を適正にし、農薬の不要な散布を避けます。 
 
 
 
定期的な点検と早期発見: 虫害や病害の早期発見は被害を最小限に抑えるために重要です。
ガイドラインでは、農産物の定期的な点検方法や注意すべき症状について説明します。虫害
や病害の早期発見により、迅速な対策を講じることができます。 
 
☑葉や茎の点検: 
葉の裏側や茎の表面を注意深く観察し、異常な変色や斑点、虫の卵や幼虫の存在をチェック
します。 
カイガラムシやアブラムシ、ハダニなどの虫害の兆候に注意します。 
 
☑果実の点検: 
果実の形状や色、表面の異常なシミや変色、異臭などをチェックします。 
虫による穿孔や果実内部の虫の存在にも注意を払います。 
 
☑植物の成⻑状態の点検: 
植物の成⻑が遅れている、葉がしおれている、茎が曲がっているなどの異常な成⻑状態をチ
ェックします。 
病原体による感染や栄養不良の兆候にも注意を払います。 
 
☑病害の症状の点検: 
病原菌やウイルスによる病害の兆候を観察します。これには葉の⻩化や萎縮、腐敗や斑点、
腫瘍や腫れ、異常な分泌物などが含まれます。 
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☑昆虫や害獣の活動の観察: 
地上や地下の昆虫や害獣の活動を観察します。穴の開いた葉や茎、食べられた果実、異常な
泥や土の盛り上がりなどが兆候となります。 
 
 
 
被害発生時の対応策: 虫害や病害の被害発生時には、適切な対応策を講じる必要があります。
ガイドラインでは、被害の拡大を防ぐための対応策や防除方法について詳しく解説します。
被害発生時には迅速な行動が求められるため、事前の対策と迅速な対応が重要です。 
 
☑文化的防除の実施: 
文化的防除とは、農作物の栽培方法や管理を通じて病害虫の発生を予防する手法です。 
適切な栽培手法や作物のローテーションを実施し、病害虫の発生を防ぎます。 
適切な肥料の施用や植物の健康管理を行い、病害虫に対する耐性を高めます。 
 
☑生物防除の活用: 
生物防除では、天敵や益虫を活用して害虫の天敵となる生物を導入することで被害を防ぎ
ます。 
天敵や益虫の導入によって、害虫の天敵との生態的バランスを保ち、被害を軽減します。 
 
☑農薬の適切な使用: 
農薬の使用が必要な場合には、適切な農薬を選定し、正しい使用方法に従って使用します。 
農薬の使用量や散布のタイミングを適切に調整し、安全な取り扱いを心掛けます。 
農薬の頻繁な使用や連続使用を避け、農薬耐性の発生や環境への影響を最小限に抑えます。 
 
☑感染した植物や害虫の除去: 
感染した植物や害虫を早期に発見し、速やかに取り除きます。 
感染した植物の部分を切り取り、適切な処理方法によって廃棄します。 
害虫の場合は、手で摘み取ったり、罠や防虫ネットを使用して捕獲します。 
 
☑環境整備と衛生管理: 
農地周辺の草刈りや雑草の除去、水たまりや隠れ場所の除去など、病害虫の生息環境を減ら
すための環境整備を行います。 
農作業時の衛生管理にも注意し、農具や器具の清掃・消毒、作業者の手洗いを徹底します。 
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5.4 火災・災害時の対応策 
火災や災害時の対応策には以下の要素が関係します。 
 
避難経路や非常連絡先の確認: 無人販売所では、避難経路を明確に示し、非常連絡先を設定
することが重要です。ガイドラインでは、避難経路の確認方法や非常連絡先の設定について
詳しく説明します。従業員や利用者に対して適切な避難訓練を実施し、災害時の安全な避難
を確保しましょう。 
 
☑避難経路の確認方法: 
無人販売所内には、避難経路を明確に示す看板や表示物を設置します。 
避難経路は、建物の出口や緊急脱出口、非常口などを指し、安全かつ迅速に避難できる経路
を確保します。 
避難経路の確認は、従業員や関係者に対して定期的な避難訓練を行うことで実施します。 
訓練では、避難経路を実際に歩き、出口や非常口の場所を確認し、避難経路に沿った行動を
練習します。 
 
☑非常連絡先の設定: 
無人販売所内には、非常連絡先の情報を明確に掲示します。 
非常連絡先は、災害時や緊急事態に連絡を取るべき関係機関や緊急連絡先を指します。 
一般的には、地方自治体の消防署や警察署、医療機関などの連絡先を掲示します。 
また、近隣住⺠や関係者への連絡手段として、電話番号や緊急連絡用の無線機などの設備を
準備します。 
 
消火器の設置と点検: 無人販売所には、適切な種類と数量の消火器を設置することが必要で
す。ガイドラインでは、消火器の選定基準や設置場所、定期的な点検と保守について詳しく
説明します。消火器の設置と点検により、火災発生時に早期の対応が可能となります。 
 
☑消火器の選定基準: 
消火器は、火災の種類に応じて適切な種類と規模を選定する必要があります。一般的な消火
器の種類には、ABC タイプ（一般火災用）、BC タイプ（油火災用）、A タイプ（木材火災用）
などがあります。 
選定の際には、無人販売所の規模や敷地の特性、取り扱う物品の性質を考慮し、適切な消火
器の種類と数量を決定します。 
 
☑消火器の設置場所: 
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消火器は、容易にアクセスできる場所に設置する必要があります。 
一般的には、無人販売所の主要な出入り口や作業エリアの近く、火災の発生が予想される場
所に設置します。 
消火器は、目立つ場所に設置し、周囲に適切な表示や案内を付けて視認性を高めることが重
要です。 
 
☑定期的な点検と保守: 
消火器は定期的に点検し、使用可能な状態を維持する必要があります。 
点検は、消火器の圧力やシール、操作レバーなどを確認することから始まります。また、破
損や錆、異常なしめつけなどの兆候にも注意を払います。 
点検作業は、消火器のメーカーや販売業者、専門業者に依頼することが一般的です。 
消火器の保守には、消火剤の定期的な交換や充填、不具合の修理、保管場所の確認なども含
まれます。 
 
 
災害時の商品処理と廃棄物処理: 災害発生時には、商品の処理と廃棄物の処理が必要となり
ます。ガイドラインでは、災害時の一般的な商品の適切な処理方法や廃棄物の管理方法につ
いて詳しく解説します。被害商品の早期の確認と処理、廃棄物の適切な分別と処分を行いま
しょう。※災害時の商品処理と廃棄物の管理においては、地方自治体や関連する機関の指示
やガイドラインに従って下さい。 
 
☑商品の処理方法: 
災害時には、商品の被害状況を確認し、適切な処理方法を選択します。 
被害の軽微な商品は修復や清掃を行い、再利用することが可能な場合があります。 
しかし、被害が深刻で商品の品質や安全性が損なわれている場合は、廃棄処分する必要があ
ります。 
処分方法は地方自治体の指示や法令に従い、廃棄物の分別や処理方法を実施します。 
 
☑廃棄物の管理方法: 
廃棄物の適切な管理は、災害後の環境保護や公衆衛生の観点から重要です。 
廃棄物は、再利用可能なものと不可分別なものに分け、それぞれの廃棄物処理方法に従いま
す。 
再利用可能な廃棄物にはリサイクルや再利用の取り組みを行い、環境への負荷を減らしま
す。 
不可分別な廃棄物には地方自治体が提供する指示に従い、適切な廃棄物処理施設に引き渡
すなど、法令に従った処理を行います。 
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災害時の商品の処理と廃棄物の管理においては、以下の点に留意することが重要です。 
 
早期の被害商品の確認と処理を行います。被害の拡大や環境への影響を最小限に抑えるた
め、迅速な行動が求められます。 
適切な廃棄物の分別を行い、再利用可能な廃棄物は適切な処理方法を選択します。 
廃棄物の処理方法には地方自治体の指示や関連する法令に従い、法的な要件を満たすよう
にします。 
 
 
「衛生管理と安全対策」のセクションでは、衛生管理と清潔な環境づくり、食品安全基準の
遵守、虫害や病害の予防と対策、火災・災害時の対応策について説明しました。適切な衛生
管理と清潔な環境づくり、食品安全基準の遵守、虫害や病害の予防、災害時の適切な対応策
などを実施することで、安全性と信頼性の高い販売環境を提供できます。 
 
 
 
顧客対応とコミュニケーション 
6.1 顧客への接客マナーと説明力 
顧客への接客マナーや説明力は、無人販売所の成功に重要な要素です。以下の点について詳
しく解説します。 
 
丁寧な接客態度: 顧客に対して丁寧で親切な接客態度を持つことが重要です。挨拶や笑顔、
礼儀正しい態度を心掛けましょう。顧客が気持ちよく買い物ができる環境を提供すること
で、リピーターの獲得や口コミにつなげることができます。 
 
商品の特徴や栄養情報の周知方法: 商品の特徴や栄養情報を顧客に分かりやすく説明する
ことが大切です。農産物の品種、生産方法、特⻑などの情報や、栄養成分や保存方法などに
ついて顧客へ周知することが大切です。 
無人販売所においては特に、商品の特徴や栄養情報をポップや張り紙、装飾することでアピ
ールできます。 
 
☑商品タグやラベルの利用: 
商品ごとにタグやラベルを用意し、商品の特徴や栄養情報を記載します。 
タグやラベルには、農産物の品種名、生産方法、特⻑などの情報や、栄養成分や保存方法な
どを簡潔に明記します。 
文字のフォントやサイズを大きくし、見やすさを考慮します。 
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☑わかりやすいポップの作成: 
商品の特徴や栄養情報を分かりやすく伝えるために、ポップを活用します。 
見出しや箇条書きを使い、簡潔でわかりやすい文章で説明します。 
視覚的に興味を引くようなイラストや写真を組み合わせることで、情報の伝達効果を高め
ます。 
 

☑装飾の活用: 
商品陳列スペースや販売所内を装飾することで、商品の特徴や栄養情報を目立たせること
ができます。 
商品と関連する写真やイラスト、グラフィックを使用し、視覚的なアピールを行います。 
商品の特徴や栄養情報が一目で分かるように、デザインや配置に工夫を凝らします。 
 
これらを行うことで、無人販売所の顧客に商品の特徴や栄養情報を分かりやすく伝えるこ
とができます。視覚的なポップや張り紙、装飾を利用して情報を引き立たせることで、商品
の魅力を引き出し、顧客の関心を引くことができるでしょう。 
 
 
質問への適切な回答方法: 顧客からの質問に対しては、無人販売所に連絡先を記載したり、
質問箱を設置することで受付けることが出来ます。質問に対して正確で的確な回答を心掛
け、必要な情報を提供しましょう。また、質問への回答を通じて、顧客とのコミュニケーシ
ョンを築くことも重要です。 
 
6.2 顧客からの意見や苦情への対応 
顧客からの意見や苦情への適切な対応は、顧客満足度の向上と信頼構築につながります。以
下の点について詳しく説明します。 
 
問題解決と顧客満足度の向上: 顧客からの意見や苦情は、問題点や改善すべき項目を指摘し
てくれる貴重なフィードバックです。意見や苦情の問題解決には迅速かつ適切な対応が求
められます。ガイドラインでは、適切な対応の手順やコミュニケーションの重要性、顧客満
足度の向上につながるアクションについて解説します。 
 
☑対応の手順: 
顧客からの意見や苦情に対して、以下の手順で適切な対応を行います。 
積極的に意見や苦情を収集するために、連絡先や意見箱などを設置し、顧客からのフィード
バックを受け付ける仕組みを整えます。 
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受け取った意見や苦情を迅速に確認し、重要度や緊急度を判断します。 
顧客に対して迅速かつ丁寧な対応を行い、問題を解決するための具体的なアクションを実
施します。 
問題の解決後、顧客に対してフィードバックや謝罪の言葉を伝え、改善策を実施することを
約束します。 
 
☑コミュニケーションの重要性: 
顧客との円滑なコミュニケーションは、問題解決と顧客満足度の向上に不可欠です。 
顧客からの意見や苦情に真摯に向き合い、問題を理解し解決するためには、明確なコミュニ
ケーションが必要です。 
聞き取りや質問を通じて、顧客の意図や要望を正確に把握し、適切なアクションを取ること
が重要です。 
コミュニケーションは丁寧で親切な態度で行い、顧客との信頼関係を築くことも大切です。 
 

☑顧客満足度向上へのアクション: 
顧客満足度を向上させるためには、以下のアクションを実施します。 
顧客の声を積極的に収集し、フィードバックを活用してサービスや商品の改善を行います。 
スタッフに対して継続的な研修やトレーニングを実施し、品質の向上と顧客対応力の向上
を図ります。 
顧客に対して感謝の気持ちを示すために、特典やプロモーションなどのサービスを提供し
ます。 
顧客とのコミュニケーションを活発化させ、定期的なフィードバックの受け付けや顧客満
足度調査を行います。 
 
 
 
 
6.3 宣伝と PR 活動の方法 
無人販売所の宣伝と PR 活動は、集客や顧客の増加に寄与します。以下の点について詳しく
解説します。 
 
ウェブサイトや SNS の活用: ウェブサイトや SNS は、無人販売所の宣伝と情報発信に有効
なツールです。ガイドラインでは、ウェブサイトや SNS の活用方法や適切なコンテンツの
提供、顧客とのコミュニケーションの方法について詳しく説明します。 
 
☑ウェブサイトの活用方法: 



27 
 

ウェブサイトは、無人販売所の宣伝や情報発信に重要な役割を果たします。 
ウェブサイトには、以下の情報を提供することが有効です。 
・商品の一覧や詳細情報 
・営業時間や場所の案内 
・イベントやキャンペーン情報 
・農産物の栽培方法や特徴などの情報 
ウェブサイトは、見やすさや使いやすさにも配慮し、ユーザビリティを高めることが重要で
す。 
 
☑SNS の活用方法: 
SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）は、顧客とのコミュニケーションや情報発信
に効果的なツールです。 
SNS を活用することで、無人販売所の知名度向上や顧客との関係構築を図ることができま
す。 
SNS の活用には、以下のポイントに留意します。 
適切な SNS プラットフォームの選択（例：Facebook、Instagram、Twitter など） 
定期的なコンテンツの投稿（商品情報、特典情報、イベント案内など） 
顧客との対話やフィードバックの受け付け（コメントへの返信、メッセージへの返答など） 
イメージや動画を活用した視覚的なコンテンツの提供 
 
☑顧客とのコミュニケーション方法: 
ウェブサイトや SNS を通じた顧客とのコミュニケーションは、顧客の関与度を高めるため
に重要です。 
顧客とのコミュニケーションを活発化させるためには、以下の方法が有効です。 
・コメントやメッセージへの迅速かつ丁寧な返信 
・顧客の質問や疑問に対する詳細な回答や情報提供 
・顧客の声やフィードバックへの感謝の表明 
イベントやキャンペーンへの参加を促すコール・トゥ・アクションの設置 
 
 
地域イベントへの参加: 地域イベントへの参加は、地域の人々との交流や知名度向上につな
がります。無人販売所といえど、れっきとした「お店」です。知名度が上がれば、その分顧
客が増えます。ガイドラインでは、地域イベントへの積極的な参加方法や宣伝効果の最大化
について解説します。 
 
☑イベントへの参加方法: 
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地域イベントへの積極的な参加は、地域との交流や無人販売所の知名度向上につながりま
す。 
参加方法には、以下のポイントに留意します。 
イベント情報の把握: 地域のイベント情報を把握し、参加可能なイベントを選定します。 
参加の申し込み: 主催者に参加の意思を伝え、参加登録やブースの申し込み手続きを行いま
す。 
 
☑準備と装飾:  
ブースのディスプレイや装飾を工夫し、商品の魅力を引き出します。 
スタッフの準備: イベント当日には、スタッフの配置と役割分担を計画し、適切な対応を行
えるようにします。 
宣伝効果の最大化: 
地域イベントへの参加を通じて、宣伝効果を最大化するためには、以下のポイントに留意し
ます。 
ブースの魅力的なディスプレイ:  
商品を引き立てるような魅力的なディスプレイを心掛けます。カラフルで目を引く装飾や
商品の見本を用意しましょう。 
サンプリングや試食の提供: 商品のサンプリングや試食を行うことで、顧客に商品の味や品
質を実際に体験してもらえます。 
 
☑特典やプロモーションの提供:  
イベント参加者に対して特典やプロモーションを提供することで、興味を引きやすくなり
ます。 
ソーシャルメディアの活用: イベント参加の告知や実況をソーシャルメディア上で行い、参
加者や地域の人々とのコミュニケーションを促進します。 
 
☑地域との交流の重要性: 
地域イベントへの積極的な参加は、地域の人々との交流を図る機会です。 
地域の人々との良好な関係を築くことで、無人販売所の信頼性や地域の支持を得ることが
できます。 
イベント参加時には、地域の人々とのコミュニケーションに積極的に取り組み、地域の特産
品や文化についても学ぶ機会とします。 
 
 
口コミや紹介制度の導入: 口コミや紹介制度は、既存の顧客からのサポートを受けながら新
規顧客の獲得につながります。ガイドラインでは、口コミや紹介制度の活用方法や顧客への
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アプローチのポイントについて詳しく説明します。 
 
☑口コミの活用方法: 
口コミは既存の顧客が自発的に他の人に無人販売所の良さや魅力を伝えることです。 
口コミの活用には、以下のポイントに留意します。 
顧客満足度の向上: 高品質の商品とサービスを提供し、顧客の満足度を向上させます。 
積極的な顧客のフィードバックの収集: 顧客の声に耳を傾け、改善点を取り入れることで、
顧客満足度を高めます。 
ソーシャルメディアや口コミサイトの活用: 顧客の感想や評価を SNS や口コミサイトでシ
ェアしてもらうことで、広く情報発信を行います。 
 
☑紹介制度の活用方法: 
紹介制度は既存の顧客が新規顧客を紹介することで、新たな顧客の獲得につながります。 
紹介制度の活用には、以下のポイントに留意します。 
報酬の提供: 顧客に紹介した新規顧客が購入すると、報酬や特典を提供します。 
紹介のハードルを下げる: 紹介するための手続きやフォームを簡素化し、顧客にとって簡単
な方法を提供します。 
 
☑顧客への感謝の表明:  
紹介制度を利用して新規顧客を獲得した際には、紹介した顧客に対して感謝の意を示しま
す。 
 
☑顧客へのアプローチのポイント: 
口コミや紹介制度の活用において、以下のアプローチのポイントに留意します。 
 

☑顧客への満足度向上:  
高品質な商品やサービスを提供し、顧客の満足度を向上させます。 
 

☑積極的なコミュニケーション:  
顧客との積極的なコミュニケーションを通じて、信頼関係を築きます。 
 

☑特典や報酬の提供:  
口コミや紹介制度を活用して新規顧客を獲得した際には、特典や報酬を提供して顧客への
感謝の気持ちを示します。 
 
「顧客対応とコミュニケーション」のセクションでは、顧客への接客マナーや説明力の重要
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性、顧客からの意見や苦情への対応、宣伝と PR 活動の方法について説明しました。丁寧な
接客と商品説明、円滑な問題解決、効果的な宣伝手法や PR 活動などを行うことで、顧客の
満足度向上と集客力の向上を図ることができます。 
 
 
法的な考慮事項と遵守すべき法律 
7.1 食品衛生法に基づく基本ルール 
食品衛生法に基づく基本的なルールや要件には以下の内容が含まれます。 
 
衛生管理: 食品衛生法では、食品の製造・販売における衛生管理が求められています。衛生
管理には衛生設備の設置や清潔な環境の維持、食品の衛生的な取り扱いや保存方法、従業員
の衛生教育などが含まれます。 
 
表示義務: 食品の販売時には、正確かつ適切な表示が求められます。表示項目としては商品
名、原材料名、内容量、賞味期限、保存方法などがあります。ガイドラインでは、表示に関
する法的要件や遵守すべき基準、表示の方法や項目について詳しく解説します。 
 
☑法的要件と基準: 
食品表示には、日本の食品表示法や関連する法的要件を遵守する必要があります。 
食品表示法では、以下の基準を守るよう定められています。 
 
☑正確性と適切性:  
表示内容は真実であり、誤解を招かないようにする必要があります。 
 

☑視認性と明瞭性:  
表示が容易に読み取れるようにし、明瞭な文字や適切なフォントサイズを使用します。 
 
☑衛生的な表示:  
食品を害する恐れのない方法で表示を行います。 
 

☑公正な表示:  
誇大広告や虚偽の表示は行わないようにします。 
 
☑表示の方法と項目: 
食品の販売時には、以下の表示項目を適切に表示する必要があります。 
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☑商品名:  
商品の名称を正確かつ分かりやすく表示します。 
 
☑原材料名:  
商品に使用されている原材料を全て記載します。アレルギー物質の表示にも留意します。 
 
☑内容量:  
商品の量や重さを適切に表示します（例：グラム、ミリリットル、個数など）。 
 
☑賞味期限:  
商品の賞味期限を明示します。必要に応じて「消費期限」と区別して表示することもありま
す。 
 
☑保存方法:  
商品の適切な保存方法を表示し、消費者が適切に保管できるようにします。 
 
☑栄養成分表示:  
食品表示法に基づき、栄養成分の表示が必要な場合は、適切に表示します。 
 
☑追加の注意事項: 
表示には、以下の点にも留意する必要があります。 
 
☑多言語表示:  
外国人顧客に対しては、必要に応じて多言語表示を行います。 
 
☑ラベルの設置:  
商品に適切なラベルを設置し、表示内容がはっきりと見えるようにします。 
 
☑表示の見直し:  
商品や法的要件の変更に伴い、表示内容を定期的に見直し、最新の情報を提供します。 
 
販売許可に関する法的要件: 一部の農産物や加工品の販売には、販売許可が必要となる場合
があります。ガイドラインでは、販売許可に関する法的要件や手続き、許可を得るための基
準や規制について詳しく説明します。 
 
☑販売許可の法的要件: 
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農産物や加工品の販売には、一部の場合に販売許可が必要となります。具体的な法的要件は
地域や商品の種類によって異なりますので、地方自治体の条例や食品衛生法などの関連法
令を確認する必要があります。 
一般的な法的要件には、以下のようなものが含まれます。 
 
・衛生管理の徹底: 販売する農産物や加工品の衛生管理に関する基準や要件を満たす必要
があります。 
・品質の保証: 販売する商品の品質や安全性について一定の基準を満たす必要があります。 
・適切な表示: 商品の正確な表示、特に原材料や栄養成分表示に関する法的要件を遵守する
必要があります。 
・許可申請の手続き: 
販売許可を得るためには、通常は地方自治体の担当部署に許可申請を行う必要があります。
許可申請には以下の手続きが含まれます。 
・必要書類の提出: 許可申請に必要な書類（事業計画、衛生管理計画など）を提出します。
地方自治体によって必要な書類が異なる場合があります。 
・検査や審査: 許可申請が受理されると、担当部署からの検査や審査が行われる場合があり
ます。衛生面や設備などの要件に対して検査が行われ、許可が与えられるかどうかが判断さ
れます。 
・許可証の発行: 許可が承認されると、許可証が発行され、販売が許可されます。 
・基準や規制の遵守: 
許可を得るためには、地方自治体の基準や規制に従う必要があります。例えば、衛生管理や
品質管理の基準、設備の要件、表示や表示義務に関する規制などがあります。 
販売許可を得るためには、基準や規制を遵守するだけでなく、必要な書類や申請手続きを適
切に行い、地方自治体との協力やコミュニケーションを行うことも重要です。 
 
7.2 商品表示に関する法的要件: 
商品表示に関する法的な要件は以下の点について詳しく説明します。 
 
正確な表示情報: 商品表示には正確な情報を提供することが求められます。商品名や原材料
名、内容量、製造者名・販売者名、産地などの情報は正確かつ誤解を招かないように表示す
る必要があります。 
 
表示項目の遵守: 商品表示には特定の項目を遵守する必要があります。例えば、アレルギー
物質の表示、賞味期限や消費期限の表示、栄養成分表示などが該当します。ガイドラインで
は、表示項目に関する法的要件や具体的な表示方法について解説します。 
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☑アレルギー物質の表示: 
食品表示法では、アレルギー物質を含む食品については、その情報を適切に表示することが
求められています。 
アレルギー物質の表示に関する法的要件は以下の通りです。 
・アレルギー物質を含む食品であることを明示的に表示すること。 
・アレルギー物質の名称を正確かつ分かりやすく表示すること。 
表示の方法として、原材料表記、注意書き、アレルギー物質の特定の色や文字の大きさの規
定などがあります。 
 
☑賞味期限や消費期限の表示: 
食品表示法では、賞味期限や消費期限の表示が求められています。これは食品の品質や安全
性を保つための重要な情報です。 
賞味期限と消費期限は異なる概念であり、それぞれの表示方法について以下のような基準
があります。 
 
☑賞味期限:  
商品の品質が保たれる期間を表示します。表示方法は、「賞味期限 YYYY/MM/DD」という
形式で表記されます。 
 
☑消費期限:  
食品の安全性が保たれる期間を表示します。表示方法は、「消費期限 YYYY/MM/DD」とい
う形式で表記されます。 
 
☑栄養成分表示: 
食品表示法では、一部の食品について栄養成分表示が求められています。これは消費者が食
品の栄養価を把握するための重要な情報です。 
栄養成分表示に関する法的要件として以下のポイントがあります。 
表示する栄養成分の種類と表示方法は法律で定められています。一般的にはエネルギー、タ
ンパク質、脂質、炭水化物、食物繊維、ナトリウムなどが表示されます。 
表示方法は「100g あたり」または「1 食あたり」の形式で表記され、数値と単位（g、mg、
kcal など）を記載します。 
栄養成分表示は、商品のラベルやパッケージの側面など目に見えやすい位置に明確に表示
される必要があります。 
 
虚偽広告の禁止: 商品の宣伝や広告においては虚偽の表示を行うことは禁止されています。
正確で誤解を招かない表示を行うことが求められます。ガイドラインでは、虚偽広告に関す
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る法的な要件や遵守すべき基準について詳しく解説します。 
 
☑虚偽広告の法的要件: 
虚偽広告には、消費者を誤解させたり、誤った情報を提供する行為が含まれます。虚偽広告
は、消費者の利益や権利を害し、不公正な競争環境を作り出す可能性があります。 
虚偽広告に関する法的要件は以下の通りです。 
 
・正確性と真実性: 広告の内容は真実である必要があります。誇大広告や誤解を招く表現は
行ってはなりません。 
・適切な証拠の提供: 広告の主張や表現には適切な証拠や根拠を提供する必要があります。
虚偽の主張を行わないことが求められます。 
競合他社との公正な⽐較: 広告における競合他社との⽐較は公正かつ客観的なものである
必要があります。 
・遵守すべき基準: 
虚偽広告を避けるためには、以下の基準を遵守する必要があります。 
真実かつ客観的な表現: 広告の内容は真実であり、客観的に検証可能な表現を用いることが
重要です。 
・証拠の保持: 広告の主張に対する証拠や根拠を保持し、必要に応じて提供できる状態にし
ておく必要があります。 
・公正な競争: 広告における競合他社との⽐較は公正であり、誤解や誤った情報を与えない
ようにします。 
 
7.3 防災・安全対策に関する法令 
防災・安全対策に関する法令には以下の内容が含まれます。 
 
消防法や災害時の対応に関連する法的要件や指針: 無人販売所は、消防法や災害時の対応に
関する法的な要件や指針に従う必要があります。ガイドラインでは、消防法に基づく防災対
策や適切な設備の設置基準、災害時の対応策について詳しく解説します。 
 
☑消防法に基づく防災対策: 
無人販売所は、消防法に基づく防災対策を遵守する必要があります。これには以下のような
要件が含まれます。 
 
・適切な避難経路の設置: 無人販売所内には、適切な避難経路を設置する必要があります。
避難経路は明確に表示され、障害物や妨げとなる物品がないように確保される必要があり
ます。 
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・火災報知設備の設置: 無人販売所には、適切な火災報知設備（火災報知器や消火器など）
を設置する必要があります。これには定期的な点検と保守も含まれます。 
緊急時の適切な対応: 災害発生時には、適切な対応策を講じる必要があります。これには避
難訓練の実施や災害時の連絡先の確保などが含まれます。 
・設備の設置基準: 
無人販売所では、適切な設備の設置基準を満たす必要があります。これには以下のような基
準があります。 
・電気設備の安全確保: 電気設備は安全基準を満たし、火災や感電のリスクが最小限に抑え
られるように設置される必要があります。 
・照明や非常照明の確保: 無人販売所内には、十分な照明設備と非常照明を確保する必要が
あります。 
・防火対策の確保: 無人販売所内には、防火扉や防火壁などの適切な防火対策が施される必
要があります。 
・災害時の対応策: 
災害発生時には、迅速かつ適切な対応策を講じる必要があります。以下は一般的な対応策の
例です。 
・災害時の連絡先の確保: 無人販売所には、災害時の連絡先を明確に表示し、必要な情報を
迅速に提供できるようにする必要があります。 
適切な避難訓練の実施: 従業員には避難訓練を定期的に実施し、災害時の適切な行動を確保
するようにします。 
・緊急時の情報提供: 災害時には顧客や関係者に適切な情報を提供し、安全な避難や対応を
サポートします。 
 
7.4 個人情報保護法に基づく適切な管理 
顧客情報の適切な管理は個人情報保護法に基づいて行われます。以下の点について詳しく
説明します。なお、顧客情報については、店舗ごと独自で顧客登録などを実施する場合にご
留意頂きたいガイドラインです。 
 
顧客情報の取り扱いや保護対策の実施: 無人販売所では、顧客から提供された個人情報の取
り扱いや保護対策を適切に行う必要があります。ガイドラインでは、個人情報の適正な取
得・利用・提供の基準、情報漏洩や不正アクセスからの保護対策、情報管理体制の整備など
について詳しく解説します。 
 
☑個人情報の適正な取得・利用・提供の基準: 
個人情報の取得: 個人情報を取得する際には、適法かつ適正な手段で行う必要があります。
顧客の同意を得るために明確な説明や同意の取得手続きを行うことが重要です。 
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☑個人情報の利用:  
取得した個人情報は、事前に通知した利用目的の範囲内で利用する必要があります。利用目
的を明確に定め、それに沿った適切な利用を行うことが求められます。 
個人情報の提供: 個人情報を第三者に提供する場合には、顧客の同意を得る必要があります。
適切な契約や取り決めを行い、個人情報の漏洩や悪用を防止するための措置を講じること
が重要です。 
 
☑情報漏洩や不正アクセスからの保護対策: 
情報漏洩の防止: 個人情報の管理には適切なセキュリティ対策を講じる必要があります。デ
ータの暗号化やアクセス制御、物理的なセキュリティ対策などを実施し、情報漏洩のリスク
を最小限に抑えるようにします。 
 
☑不正アクセスからの保護:  
システムへの不正アクセスから個人情報を保護するために、セキュリティソフトウェアや
ファイアウォールの導入、定期的なセキュリティチェックや脆弱性の対策などを行います。 
 

☑スタッフの教育と意識向上:  
スタッフには個人情報の重要性や適切な取り扱い方法について教育し、情報セキュリティ
に関する意識を高める必要があります。 
 
☑情報管理体制の整備: 
情報管理責任者の設置: 個人情報の適切な管理を担当する情報管理責任者を任命し、情報管
理に関する責任を明確にする必要があります。 
 
☑アクセス制限とログ管理:  
個人情報へのアクセス権限を必要最小限に制限し、アクセス履歴のログを管理することで、
不正な情報取得や改ざんの検知と追跡が可能となります。 
 
☑データの保管と廃棄:  
収集した個人情報は適切な保管方法で保護し、不要となった場合には安全に廃棄するため
の手順を確立します。 
 
 
個人情報の取得と利用に関する法的な要件: 個人情報の取得と利用には法的な要件があり
ます。ガイドラインでは、顧客からの個人情報の取得に際しての必要事項や同意の取得方法、
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個人情報の利用目的の明示、利用期間の遵守などについて解説します。 
 
☑必要事項の取得: 
個人情報の取得時には、以下の必要事項を明示的に取得する必要があります。 
 
☑姓名:  
顧客の氏名（姓と名）を取得します。 
 
☑連絡先情報:  
顧客との連絡を取るために必要な電話番号やメールアドレスなどの連絡先情報を取得しま
す。 
 
☑住所情報:  
顧客の居住地や郵送先の住所など、必要な住所情報を取得します。 
 
☑その他必要な情報:  
特定の目的や業務に必要な情報がある場合には、その情報を明示的に取得します。 
 
☑同意の取得方法: 
個人情報の取得には、顧客の明示的な同意を得る必要があります。同意は書面による同意書
の提出やオンラインでのチェックボックスの選択など、明確な同意手続きを経て取得する
必要があります。 
同意の取得時には、利用目的や提供先、取り扱い方法などについて明確かつ分かりやすく説
明することが重要です。また、同意は自由意思に基づいていることを確認し、いつでも取り
消せる権利を説明します。 
 
☑個人情報の利用目的の明示: 
個人情報の利用目的を明示することは法的に求められています。利用目的は具体的かつ明
確に表記し、取得した情報がどのように利用されるのかを顧客に理解できるように説明し
ます。 
利用目的は合理的で適法な範囲内に限定し、特定の目的のために必要な範囲でのみ利用す
るようにします。 
 
☑利用期間の遵守: 
取得した個人情報は、利用期間を明確に定めて遵守する必要があります。利用目的の達成後
や法的な要件を満たした時点で、不要な情報は速やかに廃棄するか適切に処理します。 
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利用期間は合理的な期間とし、法的な要件や契約上の義務に基づいて保持する必要がある
場合にはそれに従います。 
 
 
個人情報保護方針の策定と運用: 無人販売所では個人情報保護方針の策定と運用が求めら
れます。ガイドラインでは、個人情報保護方針の作成手順や内容、従業員の教育や意識向上
のための取り組みについて詳しく解説します。 
 
☑個人情報保護方針の作成手順: 
個人情報保護方針を作成するためには、以下の手順を実施することが一般的です。 
ポリシーの策定: 個人情報保護に関する方針や価値観を明確にし、組織のポリシーを策定し
ます。 
 
☑法的要件の確認:  
適用される法的要件や規制について確認し、それらに対応するための基準を設定します。 
個人情報の取り扱いに関する内容の明確化: 取得、利用、提供、保管、廃棄など、個人情報
の全てのプロセスに関する内容を明確化します。 
 
☑セキュリティ対策の策定:  
個人情報の漏洩、改ざん、紛失などから保護するためのセキュリティ対策を策定します。 
 
☑監査と改善の仕組みの導入:  
個人情報保護方針の実施状況を定期的に監査し、必要に応じて改善策を導入します。 
 
☑個人情報保護方針の内容: 
個人情報保護方針は組織の取り組みや価値観を反映したものであり、以下のような内容が
含まれることが一般的です。 
・個人情報保護に対する経営陣のコミットメントと責任 
・個人情報の適正な取得・利用・提供・保管・廃棄の基準 
・セキュリティ対策の具体的な要件と実施方法 
・個人情報の第三者提供に関するルールと手続き 
・監査と改善の仕組みの導入 
・個人情報に関する苦情や問い合わせの受け付けと対応方法 
・従業員の教育や意識向上の取り組み: 
従業員の教育や意識向上は個人情報保護の重要な要素です。以下の取り組みが有効です。 
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☑教育プログラムの策定:  
個人情報保護に関する教育プログラムを作成し、全従業員に対して定期的な教育を実施し
ます。 
 
☑ポリシーや手順の周知:  
個人情報保護方針や関連する手順を明確にし、全従業員に周知徹底させます。 
 
☑フィッシング対策の強化:  
フィッシング詐欺や不正アクセスに対する従業員の警戒心を高めるための教育や訓練を行
います。 
 
☑監督と報告の仕組み:  
個人情報保護活動を監督する役割を明確化し、違反行為の報告制度を導入します。 
 
 
「法的な考慮事項と遵守すべき法律」のセクションでは、食品衛生法に基づく基本ルール、
商品表示に関する法的要件、防災・安全対策に関する法令、個人情報保護法に基づく適切な
管理について説明しました。これらの法的な要件を遵守することで、無人販売所の合法的な
運営と顧客情報の適切な管理を行うことができます。 
 
 
問題発生時の対応とトラブル防止策 
8.1 商品の品質問題への対応 
商品の品質問題への対応方法やトラブル解決策には以下の内容が含まれます。 
 
顧客とのコミュニケーション: 商品の品質に関する問題が発生した場合、まずは顧客とのコ
ミュニケーションを重視しましょう。問題点を正確に把握し、顧客の要望や不満を丁寧に聴
き取りましょう。 
 
返品・交換の手続き: 商品の品質に問題がある場合、返品や交換の手続きを円滑に行うこと
が重要です。ガイドラインでは、適切な手続きの方法や条件、返品や交換に関するポリシー
について詳しく解説します。 
 
■適切な手続きの方法 
 

☑連絡先の提供:  
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顧客が問題を報告するための連絡先を明示しましょう。ウェブサイトや領収書、商品パッケ
ージなどに連絡先情報を記載します。 
 
☑問題の報告:  
顧客から問題がある旨の報告があった場合、迅速かつ丁寧に対応しましょう。問題の内容や
状況を詳しく確認し、顧客の要望や不満を理解します。 
 
☑返品・交換の手続き:  
問題が確認された場合、返品や交換の手続きを行います。手続きには以下のステップが含ま
れることが一般的です。 
 
・返品・交換の承認: 問題が確認されたら、返品や交換が承認されます。その際、条件や制
約について顧客に説明します。 
・商品の返送: 返品や交換には、商品の返送が必要な場合があります。返送時の注意事項や
手続きについて顧客に指示します。 
・返金や新商品の発送: 商品の返送が完了したら、返金や新商品の発送を行います。返金方
法や発送日程について顧客に通知します。 
 
■返品や交換に関する一般的な条件 
☑期限:  
返品や交換の受け付け期限が設定されている場合があります。期限内であることを確認す
る必要があります。 
 
☑商品の状態:  
返品や交換を受け付けるには、商品が未使用であり、オリジナルの状態を保っていることが
求められる場合があります。商品が損傷や汚損している場合は返品や交換が受け付けられ
ない場合もあります。 
 
☑元の購入条件:  
返品や交換の際には、元の購入条件を満たすことが求められる場合があります。例えば、レ
シートや領収書の保持が必要な場合や、特定の支払い方法での返金が行われる場合などが
あります。 
 
■返品や交換に関するポリシー 
☑明確なポリシーの設定:  
返品や交換に関するポリシーを明確に定めましょう。ポリシーには手続きの方法、条件、期
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限、返金方法などを含めます。 
 
☑顧客への説明と公開:  
返品や交換に関するポリシーをウェブサイトや店内などで顧客に公開し、説明します。ポリ
シーの内容や条件を明確に伝えることで、顧客との信頼関係を築きます。 
 
☑スタッフへのトレーニング:  
スタッフに対して、返品や交換に関するポリシーと手続きのトレーニングを行いましょう。
スタッフが適切な対応を行えるようにすることで、顧客満足度を向上させます。 
 
 
クレーム対応のポイント: クレーム対応では、迅速かつ適切な対応が求められます。ガイド
ラインでは、クレームの受け付け方、聴取と理解、解決策の提案、フォローアップまでのプ
ロセスについて詳しく解説します。クレーム対応を通じて顧客満足度を高め、信頼関係を築
くことが重要です。 
 
 
■クレームの受け付け方 
☑連絡先の提供:  
クレームを受け付けるための連絡先を明示しましょう。ウェブサイト、領収書、商品パッケ
ージなどに連絡先情報を掲示します。 
 

☑複数の受け付け方法:  
電話、メール、オンラインフォームなど、複数の受け付け方法を用意します。顧客が利用し
やすい方法を提供しましょう。 
 
■聴取と理解 
☑聴取する姿勢:  
顧客のクレームを受けたら、真摯な姿勢で聴取しましょう。顧客の話を遮らず、感情や意図
を理解する努力をします。 
 

☑問題の詳細把握:  
問題の内容や状況を詳しく確認します。顧客から提供される情報を活用し、問題の本質を把
握します。 
 
■解決策の提案 
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☑迅速な対応:  
問題を素早く解決するために、優先度を設定し、迅速な対応を行います。顧客に対して進捗
状況を適切に伝えることも重要です。 
 
☑解決策の柔軟性:  
顧客の要望や状況に応じて、柔軟な解決策を提案します。可能な範囲で顧客の要求に対応し、
満足度を向上させましょう。 
 
■フォローアップ 
☑解決の確認:  
解決策が実行された後、顧客とのフォローアップを行います。問題が解決されたかどうかを
確認し、顧客の満足度を確保します。 
 
☑改善への反映:  
クレームから得た教訓を改善に活かします。同様の問題が再発しないよう、適切な改善策を
検討します。 
クレーム対応においては、以下のポイントにも留意してください: 
 
・顧客への感謝と謝罪: 顧客からのクレームを受けた際には、感謝の意を示し、誠意をもっ
て謝罪します。 
・プロフェッショナリズム: クレーム対応ではプロフェッショナルな態度を保ち、冷静かつ
礼儀正しく対応します。 
・ドキュメントの作成: クレーム内容や対応内容を記録し、フォローアップや将来の改善に
活用します。 
 
これらの要点を押さえながら、クレーム対応を行うことで、顧客満足度の向上と信頼関係の
構築につなげることができます。 
 
 
 
8.2 盗難や器物損壊への対策 
盗難や器物損壊などのセキュリティ関連の問題への対策方法には以下の内容が含まれます。 
 
防犯対策の重要性: 盗難や器物損壊などのセキュリティ問題を予防するためには、防犯対策
を重視しましょう。ガイドラインでは、防犯カメラやセンサーの設置、照明の確保、セキュ
リティ意識の向上などの具体的な対策について詳しく解説します。 
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☑防犯カメラやセンサーの設置: 
防犯カメラの設置: 無人販売所の周辺や重要なエリアに防犯カメラを設置しましょう。カメ
ラの配置場所は入口や出口、販売スペース、駐車場など、監視が必要な箇所を選びます。 
センサーの設置: センサーは人の接近や不審な動きを検知し、警報を発する機能があります。
入口や出口、貴重品の保管場所などにセンサーを設置することで不正侵入を防止すること
ができます。 
 
☑照明の確保: 
明るい照明環境の確保: 無人販売所の周辺や入口、駐車場などを明るく照らすことで、不正
な活動を抑止し、防犯効果を高めます。適切な照明を設置し、定期的な点検とメンテナンス
を行いましょう。 
 
■セキュリティ意識の向上 
 

☑従業員の教育と意識向上:  
従業員に対してセキュリティに関する教育と訓練を実施し、防犯意識を高めましょう。セキ
ュリティ対策に関するルールや手順を明確にし、従業員が遵守できるようにします。 
客への注意喚起: 店内や駐車場に看板やポスターを設置して、顧客に防犯意識を促すメッセ
ージを掲示します。防犯対策の重要性や不審な行動への注意喚起を行いましょう。 
 
セキュリティシステムの導入: 盗難や器物損壊を防ぐためには、適切なセキュリティシステ
ムの導入が必要です。ガイドラインでは、セキュリティシステムの種類や選び方、設置のポ
イントについて解説します。 
 
☑セキュリティシステムの種類: 
 

☑監視カメラシステム:  
監視カメラは無人販売所の周辺や内部を監視するためのシステムです。ネットワークカメ
ラや防犯カメラを使用し、映像を録画・記録することで不正行為の抑止や証拠の保全が可能
です。 
 
☑センサーシステム:  
センサーシステムは人の接近や不審な動きを検知し、警報を発する機能があります。赤外線
センサーやドア・窓の開閉センサーなどが一般的です。 
アクセス制御システム: アクセス制御システムは入口や重要なエリアへのアクセスを制限
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するためのシステムです。パスワード、カードキー、指紋認証などを使用して、認証された
ユーザーのみが入場できるようにします。 
 
☑セキュリティシステムの選び方: 
需要に応じた選択: 無人販売所の規模や場所、セキュリティのリスクに合わせて、必要なセ
キュリティシステムを選びましょう。カメラの数やセンサーの配置、アクセス制御の方法な
どを検討します。 
機能と予算のバランス: セキュリティシステムには様々な機能がありますが、予算とのバラ
ンスを考慮しながら必要な機能を選ぶことが重要です。高機能なシステムであればセキュ
リティレベルは高まりますが、コストも増えます。 
 
☑セキュリティシステムの設置ポイント: 
 

☑入口や出口:  
無人販売所の入口や出口は、セキュリティシステムを設置する重要なポイントです。監視カ
メラやセンサーを配置して不正侵入を監視し、セキュリティを強化します。 
 
☑貴重品保管場所:  
貴重品や重要な資料を保管する場所にはセキュリティシステムを設置しましょう。アクセ
ス制御や監視カメラなどを活用して、セキュリティを確保します。 
 
リスク評価と予防策: 盗難や器物損壊のリスクを評価し、予防策を策定しましょう。ガイド
ラインでは、リスク評価の方法や予防策の具体例、セキュリティ意識の向上と従業員の教育
について詳しく解説します。 
 
■リスク評価の方法 
 
☑リスクの特定:  
盗難や器物損壊などのセキュリティリスクを特定しましょう。無人販売所の周辺環境や過
去のセキュリティインシデントを考慮して、どのようなリスクが存在するかを洗い出しま
す。 
 
☑リスクの評価:  
特定したリスクについて、発生確率や影響度合いを評価します。リスクの重要度を判断する
ために、定量的な評価や専門家の意見を参考にすることがあります。 
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☑リスクの優先順位付け:  
評価されたリスクを優先順位付けし、対応の優先順位を決定します。リスクの深刻度や可能
性、予防策の実施コストを考慮して、リスク対策の優先順位を設定します。 
 

☑予防策の具体例: 
防犯カメラやセンサーの設置: 無人販売所の出入口や重要なエリアに監視カメラやセンサ
ーを設置しましょう。これにより不正行為の監視や警告を行い、セキュリティを向上させま
す。 
 
☑照明の確保: 
 照明が明るくなるように環境を設計しましょう。明るい環境は犯罪の抑止効果があり、防
犯対策の一環となります。 
セキュリティ意識の向上と従業員の教育: 従業員にセキュリティの重要性や適切な行動指
針を教育し、セキュリティ意識を高めましょう。セキュリティに関するトレーニングや定期
的な情報共有を行い、従業員がセキュリティ対策に協力できるようにします。 
 
☑セキュリティ意識の向上と従業員の教育: 
 

☑セキュリティポリシーの策定:  
無人販売所のセキュリティポリシーを策定し、従業員に周知徹底させましょう。ポリシーは
セキュリティの目標や基準、行動規範を明確にしたものです。 
 
☑従業員の教育とトレーニング:  
セキュリティに関する教育プログラムやトレーニングを実施し、従業員のセキュリティ意
識を向上させます。セキュリティに関連するトピックや最新のセキュリティ対策について
の情報を提供し、従業員が適切な行動を取れるようにします。 
 
☑継続的な監視と改善:  
セキュリティ対策の効果を定期的に評価し、必要な改善点を特定します。また、従業員のフ
ィードバックを収集し、セキュリティ対策の運用や教育プログラムの改善に活かしましょ
う。 
 
8.3 トラブル防止のための注意点 
トラブルを事前に防止するための注意点や対策には以下の内容が含まれます。 
 
正確な情報提供: 商品やサービスに関する正確な情報提供はトラブルを防ぐために重要で
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す。ガイドラインでは、正確な商品情報の提供方法や注意すべきポイント、虚偽情報の禁止
などについて詳しく解説します。 
 
☑正確な商品情報の提供方法: 
商品ラベルや表示: 商品パッケージやラベルには、正確な商品名、成分、内容量、賞味期限、
保存方法などの情報を明確に表示しましょう。消費者が商品を選ぶ際に必要な情報が簡潔
かつ明瞭に伝わるようにします。 
 
☑オンラインストアやウェブサイト:  
ウェブページやオンラインストアには、商品の詳細な説明や仕様、特徴、使用方法、注意事
項などを掲載しましょう。写真や動画を活用して商品の特徴を視覚的に伝えることも効果
的です。 
 
☑カタログやパンフレット:  
商品のカタログやパンフレットには、正確な情報をわかりやすくまとめて掲載しましょう。
特に主要な特⻑や利点、サイズや色などの詳細な仕様を明示します。 
 
■注意すべきポイント 
 
☑真実性と客観性:  
商品情報は真実性と客観性に基づいて提供されるべきです。誇大広告や虚偽の情報は避け、
正確かつ客観的な表現を心掛けましょう。 
 
☑適切な言葉遣い:  
商品の特性や性能を適切な言葉で表現しましょう。誇張や誤解を招く表現は避け、明確な表
現を心掛けます。 
 
☑アップデートと修正:  
商品情報は常に最新の状態を保つ必要があります。製品改良や仕様変更があった場合は、情
報をアップデートし、修正を行いましょう。 
 
☑虚偽情報の禁止: 
虚偽の表示や誤解を招く情報提供は禁止されています。消費者を欺くような虚偽の主張や
誤った情報は法的な問題を引き起こす可能性がありますので、誠実な姿勢で正確な情報を
提供することが重要です。 
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☑適切な根拠と裏付け:  
商品に関する主張や宣伝文句を使用する場合は、それらの主張を裏付ける適切な根拠や証
拠を持つようにしましょう。信頼性のあるデータや試験結果などを活用して情報を裏付け
ることが重要です。 
 
適切なルールの徹底: トラブルを防ぐためには、適切なルールの徹底が必要です。ガイドラ
インでは、適切なルールの策定と従業員への周知徹底、遵守の監視と改善策の実施について
解説します。 
 
☑ルールの策定: 
ルールは、業務の性質や目的に基づいて明確かつ具体的に策定されるべきです。関連する法
律や規制、業界のベストプラクティスを考慮し、安全性や品質の確保、顧客満足度の向上な
どの目標に合致するルールを設定します。 
 
☑従業員への周知徹底: 
ルールを従業員に適切に周知するためには、明確なコミュニケーションと教育が必要です。
ルールの内容や理由、遵守の重要性について従業員に説明し、必要なトレーニングやマニュ
アルの提供を行います。 
 
☑遵守の監視: 
ルールの遵守状況を定期的に監視することが重要です。監視方法には、内部監査や点検、従
業員へのフィードバックや報告制度の活用などがあります。遵守の状況を把握し、問題点や
改善の必要性を特定します。 
 
☑改善策の実施: 
遵守状況や問題点の特定後には、改善策の実施が求められます。遵守率の向上やトラブルの
予防のために、必要な対策や手順の見直し、従業員の教育や意識向上の取り組みを行います。
定期的な監査や評価を通じて、改善策の効果を確認し継続的に改善を図ります。 
 
定期的な点検とトレーニングの実施: 外部へ運営を任せる等の場合、定期的な点検とトレー
ニングはトラブルを防止するために重要です。ガイイドラインでは、定期的な点検の方法や
頻度、点検結果の記録と改善策の実施、従業員のトレーニングプログラムの作成と実施につ
いて詳しく解説します。 
 
☑定期的な点検の方法と頻度: 
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☑点検項目の確定:  
点検するべき項目を明確にしましょう。設備や施設、安全対策、衛生管理、セキュリティシ
ステムなど、業務に関わる重要な要素を対象に点検項目を設定します。 
 
☑点検スケジュールの作成:  
点検の頻度を定めましょう。点検の頻度は業種や施設の特性に応じて異なりますが、一般的
には定期的に実施することが望ましいです。例えば、毎月、季節ごと、年に一度など、適切
なスケジュールを作成します。 
 
☑点検手法の選定:  
点検手法は点検項目に応じて適切に選定します。視覚的な点検、物理的な測定や検査、設備
の動作確認など、適切な手法を使用して点検を行います。 
点検チェックリストの作成: 点検チェックリストを作成し、点検時に使用します。チェック
リストには点検項目や詳細な確認ポイントを記載し、点検のたびに順次チェックを行って
いきます。 
 
☑点検結果の記録と改善策の実施: 
点検結果の記録: 点検結果を適切に記録します。点検日時、点検者、点検項目の状態や問題
点、改善策の記録など、必要な情報を詳細に残します。 
 
☑問題点の特定と改善策の立案:  
点検結果から問題点を特定し、改善策を立案します。問題の深刻度や緊急度に応じて、優先
順位をつけて改善策を実施します。問題の根本原因を特定し、再発防止策を考慮することも
重要です。 
 
☑従業員のトレーニングプログラムの作成と実施: 
トレーニングニーズの評価: 従業員のトレーニングニーズを評価しましょう。業務に必要な
スキルや知識、安全や衛生に関するルールや手順など、従業員が持つべきスキルや知識を把
握します。 
☑トレーニングプログラムの作成:  
トレーニングプログラムを作成します。トピックや目標、トレーニング方法や手段、実施の
頻度などを明確に定めます。従業員の育成やスキルアップに寄与する内容を盛り込みまし
ょう。 
 
☑トレーニングの実施と評価:  
トレーニングプログラムを実施し、効果を評価します。従業員がトレーニング内容を理解し、
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実践できるように指導・サポートを行いましょう。トレーニングの効果を評価するために、
トレーニング後の従業員の能力や理解度を評価する方法を取り入れます。定期的なフォロ
ーアップやフィードバックの機会を提供し、トレーニングの成果を確認します。必要に応じ
てトレーニングプログラムの改善や追加のトレーニングを行い、従業員のスキルや知識の
向上を促進します。 
 
従業員のトレーニングプログラムの作成と実施においては、以下のポイントにも注意しま
しょう。 
 
☑目標設定とカリキュラムの明確化:  
トレーニングの目標や期待される結果を明確に設定し、それに合わせてトレーニングプロ
グラムを作成します。カリキュラムは段階的に進行し、従業員のスキルや知識のレベルに合
わせて適切に調整します。 
 
☑参加者の参加意欲と関与:  
トレーニングに参加する従業員の意欲と関与を高めるために、参加者の意見やニーズを考
慮しましょう。参加者がトレーニングに積極的に参加し、学びを活かせる環境を整えること
が重要です。 
 
☑多様なトレーニング手法の活用:  
トレーニングの効果を高めるために、多様なトレーニング手法を活用します。グループディ
スカッション、役割演技、実地トレーニング、オンラインコースなど、参加者の学習スタイ
ルやニーズに合わせたトレーニング手法を選択します。 
 
☑フォローアップと継続的な教育:  
トレーニングの効果を持続させるために、フォローアップの仕組みを設けます。トレーニン
グ後の従業員のサポートやフィードバック、定期的な継続教育の提供などを行い、従業員の
成⻑を支援します。 
 
 
「問題発生時の対応とトラブル防止策」のセクションでは、商品の品質問題への対応方法や
トラブル解決策、盗難や器物損壊への対策方法、トラブル防止のための注意点について説明
しました。顧客とのコミュニケーションや返品・交換手続き、セキュリティ対策、事前のリ
スク評価などを実施することで、問題の早期解決やトラブルの防止に努めることが重要で
す。 
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まとめ 
9.1 無人販売所のメリットと課題 
無人販売所のメリットと課題には以下の内容が含まれます。 
 
自家消費や収益化の可能性: 無人販売所は、農家や家庭菜園ユーザーなどが自家消費のため
に利用するだけでなく、収益化の可能性もあります。ガイドラインでは、自家消費と収益化
の両方の観点からのメリットと課題について解説します。 
 
☑自家消費のメリット: 
鮮度と品質の確保: 無人販売所を活用することで、自家で生産した農産物や加工品を直接消
費することができます。収穫や製造後すぐの鮮度や品質を確保できるため、よりおいしい食
品を享受することができます。 
コスト削減: 自家消費により、自身の食料需要をまかなうことができます。自家消費のため
に生産した農産物や加工品を購入する必要がなくなるため、食品費を削減することができ
ます。 
安心・信頼性: 自家で生産した農産物や加工品は、自身が管理しているため、安全性や品質
に対する信頼感があります。農薬や化学物質の使用を制限したり、自然栽培やオーガニック
栽培を行ったりすることで、健康に配慮した食品を摂取できます。 
 
☑収益化のメリット: 
収入源の多様化: 自家で生産した農産物や加工品を販売することで、追加の収入源を得るこ
とができます。農作物の生産や加工に関する労力や投資を経済的な利益に変えることがで
きます。 
 
☑地域経済への貢献:  
自家販売所を通じて地域の消費者に提供することで、地域経済の活性化に寄与します。地元
の人々から支持を受け、地域の農業や加工業の発展に貢献することができます。 
 

☑自家消費と収益化の共通の課題: 
生産量と需要のバランス: 自家消費や収益化のためには、適切な生産量と需要のバランスを
取る必要があります。生産量が需要を超えてしまった場合、食品の廃棄や在庫の問題が生じ
る可能性があります。 
 
☑品質管理と衛生管理:  
自家消費や収益化のためには、品質管理と衛生管理が重要です。品質の低下や衛生面の問題
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が起きると、消費者からの信頼を損ねることにつながります。 
 
☑規制や法的な要件:  
食品の自家生産や販売には、地域の規制や法的な要件が存在する場合があります。適切な許
可やライセンスの取得、衛生基準の遵守などが求められます。 
 
適切な管理とリスク管理の重要性: 無人販売所を適切に管理することとリスク管理の重要
性を認識する必要があります。ガイドラインでは、適切な管理とリスク管理のポイント、盗
難や衛生問題、トラブル防止などのリスクに対する対策について詳しく解説します。 
 
☑適切な管理とリスク管理のポイント: 
 
☑組織の明確化:  
無人販売所を運営する組織の明確化が重要です。責任者や管理者を定め、各業務や責任範囲
を明確にすることで、効率的な管理が可能となります。 
 
☑プロセスと手順の整備:  
適切なプロセスと手順を定めることで、業務の効率性と一貫性を確保します。例えば、商品
の補充や清掃、点検などの作業に関する手順を明確化し、従業員に適切な指示とトレーニン
グを行います。 
 
☑リスク評価と対策の策定:  
リスク評価を行い、潜在的なリスクを特定します。盗難や衛生問題、トラブルなどのリスク
に対する対策を策定し、実施します。例えば、セキュリティシステムの導入や従業員の教育、
衛生管理の徹底などが考慮されます。 
 
■盗難や衛生問題、トラブル防止に対する対策 
 
☑盗難対策: 
セキュリティシステムの導入: 防犯カメラやセンサーなどのセキュリティシステムを設置
し、盗難行為を抑止します。 
 
☑照明の確保:  
明るい照明を維持することで、盗難のリスクを減らします。 
 
☑在庫管理と監視:  
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正確な在庫管理を行い、盗難の早期発見と対応を行います。 
 
■衛生問題対策 
 
☑衛生基準の遵守:  
食品の衛生基準を厳密に遵守し、製品の品質と安全性を確保します。 
 
☑清掃と衛生管理:  
定期的な清掃と衛生管理を行い、衛生的な環境を維持します。 
 
☑従業員の衛生教育:  
従業員に対して衛生教育を行い、衛生意識を高めます。 
 
☑トラブル防止対策: 
 
☑品質管理と検査:  
商品の品質管理と検査を徹底し、不良品や欠陥品を排除します。 
 
☑顧客への適切な対応:  
顧客からの問い合わせやクレームに迅速かつ適切に対応し、トラブルを解決します。 
 
☑従業員のトレーニングと意識向上:  
従業員に適切なトレーニングを提供し、品質管理やトラブル防止に関する意識を向上させ
ます。 
 
9.2 成功するためのポイントとアドバイス 
無人販売所を成功させるためのポイントとアドバイスには以下の内容が含まれます。 
 
品質管理: 品質管理は無人販売所の成功に重要な要素です。ガイドラインでは、品質管理の
ポイントや品質チェックの方法、鮮度維持のための冷蔵方法などについて具体的に解説し
ます。 
 
■品質管理のポイント 
☑原材料の選定と供給元の管理:  
高品質な商品を提供するためには、良質な原材料を選定し、信頼できる供給元からの調達を
行うことが重要です。原材料の品質や安全性については、入念な調査や評価を行いましょう。 
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☑製造工程の管理:  
商品の製造工程を管理し、品質基準に沿った製造を行います。製造過程での衛生管理や品質
チェックを徹底し、不良品や汚染のリスクを最小限に抑えます。 
 
☑検査と品質チェック:  
商品の品質チェックを定期的に実施し、外観、風味、香り、栄養価などの品質要素を評価し
ます。検査方法や基準は商品の種類や業界によって異なる場合がありますが、一貫性と正確
性を確保するために適切な方法を選択しましょう。 
 
☑温度管理と鮮度維持:  
鮮度の維持は重要な品質要素です。適切な温度管理を行い、商品の鮮度を保つために冷蔵や
冷凍の方法を活用します。冷蔵庫や冷凍庫の設置場所や温度設定を適切に行い、商品の品質
を維持します。 
 
■品質チェックの方法 
 
☑外観チェック:  
商品の外観を観察し、傷や変色、異物の混入などがないかを確認します。 
 
☑香りと風味のチェック:  
商品の香りや風味を確認し、異常な匂いや味がないかを評価します。 
 
☑栄養成分のチェック:  
商品の栄養成分表示や摂取目安量と実際の成分を⽐較し、適切な栄養価が含まれているか
を確認します。 
 
☑賞味期限や消費期限の確認:  
商品の賞味期限や消費期限を確認し、適切な期間内であるかをチェックします。 
 
■鮮度維持のための冷蔵方法 
 
☑適切な温度設定:  
商品に適した温度設定を行い、冷蔵庫や冷凍庫内の温度を安定させます。過度の温度変動は
品質劣化の原因となりますので、注意が必要です。 
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☑適切な収納方法:  
商品を適切に収納し、風通しを確保します。食品同士が直接触れ合わないようにし、交差汚
染を防止します。 
 
☑商品の包装や密封:  
鮮度を保つためには、商品を適切に包装したり密封容器に入れたりすることが重要です。酸
素や湿気の侵入を防ぎ、品質の劣化を最小限に抑えます。 
 
顧客満足度の向上: 顧客満足度の向上は無人販売所の継続的な成功につながります。ガイド
ラインでは、顧客への接客マナーや商品説明の重要性、クレーム対応のポイントなどについ
てアドバイスします。 
 
☑顧客への接客マナー: 
丁寧な挨拶と笑顔: 顧客に対して最初に明るい挨拶と笑顔で迎えることで、温かい雰囲気を
作り出します。 
 
☑細やかなサービス:  
顧客のニーズに敏感に察知し、サービスを提供する際に心配りと思いやりを持ちましょう。
親切で丁寧な対応が顧客の満足度を高めます。 
 
☑迅速な対応:  
顧客の問い合わせや要望に素早く対応しましょう。適切な情報提供や的確なアドバイスを
行うことで、顧客の信頼を築くことができます。 
 
☑商品説明の重要性: 
詳細な商品知識の習得: 商品の特徴や特⻑、生産方法、栄養成分などについて十分な知識を
身につけましょう。顧客に対して適切な情報を提供することで、商品の魅力を伝えることが
できます。 
 

☑わかりやすい説明:  
商品の特徴や利点を分かりやすく説明しましょう。専門的な用語や技術的な内容は避け、顧
客が理解しやすい言葉や具体的な例を用いて説明しましょう。 
 
☑クレーム対応のポイント: 
真摯な姿勢と共感: クレームが発生した場合には、顧客の意見や不満に真摯に向き合いまし
ょう。顧客の感情に共感し、問題点を理解することが重要です。 
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☑迅速な対応と解決策の提案:  
クレームに対しては迅速に対応し、適切な解決策を提案しましょう。問題を解決するだけで
なく、顧客の満足度を高めるためのアクションを考えましょう。 
フォローアップと改善策の実施: クレームが解決した後も、顧客に対してフォローアップを
行い、問題が再発しないような改善策を実施しましょう。 
 
法的な遵守: 無人販売所の運営には法的な要件の遵守が求められます。ガイドラインでは、
食品衛生法や個人情報保護法などに基づく法的なポイントや遵守の重要性について解説し
ます。 
 
■食品衛生法に基づく法的なポイントと遵守の重要性 
☑衛生管理体制の確立:  
食品衛生法では、食品の製造・販売において衛生管理体制の確立が求められます。具体的に
は、施設や設備の衛生管理、食品の衛生的な取り扱いや保管、従業員の衛生管理などが重要
なポイントです。 
 
☑健康被害の予防:  
食品衛生法は、食品の安全性を確保し、健康被害を予防することを目的としています。適切
な衛生管理を行うことで、食品に関連する健康被害を最小限に抑えることができます。 
監督当局との協力: 食品衛生法では、地方自治体などの監督当局との協力が求められます。
法的な要件を遵守し、監督当局とのコミュニケーションを円滑に行うことで、法的トラブル
や問題の予防につながります。 
 
■個人情報保護法に基づく法的なポイントと遵守の重要性 
☑個人情報の適正な取得・利用・提供:  
個人情報保護法では、個人情報の適正な取得、利用、提供が求められます。具体的には、個
人情報の目的外利用や第三者への提供には適切な同意を得る必要があります。 
 
☑情報漏洩や不正アクセスからの保護対策:  
個人情報保護法では、情報漏洩や不正アクセスからの保護対策の実施が求められます。適切
なセキュリティ対策の導入や従業員の教育などを行うことで、個人情報の漏洩や不正利用
を防止することが重要です。 
 
☑違反に対する制裁:  
個人情報保護法では、法的な要件に違反した場合には制裁が科される可能性があります。適
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切な個人情報の取り扱いと法的な要件の遵守は、組織の信頼性や信用を保つためにも重要
です。 
 
9.3 今後の展望と新たな可能性 
無人販売所の今後の展望と新たな可能性については以下の点について考察します。 
 
技術の進化と利活用: 技術の進化により、無人販売所の運営や管理がより効率的に行われる
可能性があります。ガイドラインでは、新たな技術の利活用や自動化の導入についての展望
と提案を解説します。 
 
☑IoT（Internet of Things）の活用: IoT は様々なデバイスやセンサーをインターネットに接
続し、データを収集・分析・制御する技術です。無人販売所では、在庫管理や品質管理、販
売データの収集などに IoT を活用することで効率化やリアルタイムな情報管理が可能にな
ります。具体的には、在庫センサーや販売データ分析ツールの導入、遠隔操作による設備管
理などが考えられます。 
 
☑AI（Artificial Intelligence）の導入: AI はデータの解析や予測、意思決定を自動化するため
の技術です。無人販売所では、AI を活用して需要予測や顧客嗜好の分析、最適な商品配置
の提案などを行うことができます。また、AI を用いた顧客サポートや自動応答システムの
導入により、顧客へのサービス向上も可能です。 
 
☑ロボット技術の活用: ロボット技術は無人販売所において自動化や効率化を実現するた
めの重要な要素です。例えば、自動で商品をピッキングして提供するロボットアームの導入
や、顧客の案内や応対を行うコミュニケーションロボットの活用が考えられます。これによ
り、スムーズな販売プロセスや顧客体験の向上が期待できます。 
 
☑オンラインプラットフォームとの連携: 無人販売所をオンラインプラットフォームと連
携させることで、より広範な顧客層にアクセスすることができます。オンライン注文や配送
サービスの導入、マーケットプレイスへの参加など、デジタル化との連携により販売拡大の
可能性が広がります。 
 
これらの新たな技術の利活用や自動化の導入により、無人販売所の運営や管理の効率化、顧
客サービスの向上、競争力の強化が期待されます。ただし、技術の導入には適切な計画、予
算、技術知識が必要です。また、セキュリティやプライバシーの保護などにも留意する必要
があります。 
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消費者のニーズの変化への対応: 消費者のニーズは変化し続けています。ガイドラインでは、
消費者のニーズに合わせたサービス提供や商品ラインナップの見直し、地域との連携など、
今後の展望と新たな可能性について詳しく解説します。 
 
サービス提供のカスタマイズ化: 消費者は個々のニーズや好みに応じたサービスを求める
傾向があります。無人販売所では、顧客のデータや嗜好分析を活用し、個別のニーズに合わ
せたサービス提供を追求することが重要です。例えば、購入履歴に基づくパーソナライズド
な商品提案や、特定の地域や季節に合わせた限定商品の展開などが考えられます。 
 
☑オムニチャネル戦略の展開: オムニチャネル戦略は、複数の販売チャネルを統合し、顧客
がシームレスな体験を得ることを目指す戦略です。無人販売所は、オンラインストアやフィ
ジカルストアとの連携を強化し、顧客が好きな場所や方法で商品を購入できるようにする
ことが重要です。例えば、オンラインでの注文・支払い・受取りや、無人販売所での返品・
交換サービスなどを提供することで、顧客の利便性を向上させることができます。 
 
☑地域との連携と地産地消の促進: 地域との連携は、無人販売所の成功において重要な要素
です。地元の農産物や特産品を取り扱い、地域の魅力を発信することで、地産地消を促進す
ることができます。また、地域のイベントや協力関係の構築により、地域住⺠との連携や支
援を図ることも重要です。 
 
☑グリーンな取り組みと環境への配慮: 消費者の意識は環境への配慮やサステナビリティ
に向かっています。無人販売所では、環境にやさしい取り組みや持続可能な商品の提供が求
められます。例えば、再生可能エネルギーの利用や省エネ設備の導入、エコパッケージング
やリサイクルの推進など、環境への貢献を目指す取り組みが可能です。 
 
 
「まとめ」のセクションでは、無人販売所のメリットと課題、成功するためのポイントとア
ドバイス、今後の展望と新たな可能性についてまとめました。無人販売所の自家消費や収益
化の可能性、適切な管理とリスク管理の重要性などがメリットとして挙げられます。また、
品質管理や顧客満足度の向上、法的な遵守の重要性が成功するためのポイントとなります。
さらに、技術の進化や消費者の需要変化に対応するために、提案や新たな可能性が存在しま
す。 
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本ガイドラインでは、農産物の無人販売所に関するさまざまな側面について詳しく解説し
ました。無人販売所の設置と運営、販売する農産物の選定と準備、商品の陳列と販売方法、
衛生管理と安全対策、顧客対応とコミュニケーション、法的な考慮事項と遵守すべき法律、
問題発生時の対応とトラブル防止策など、様々な観点について具体的な指針を提供しまし
た。 
 
無人販売所を運営する際には、品質管理や安全性確保、衛生管理、法的要件の遵守、顧客対
応など、多岐にわたる要素を考慮する必要があります。また、トラブルの予防や問題発生時
の適切な対応も重要です。 
無人販売所は、効率的な販売手法としてのメリットを持ちながらも、課題や注意すべき点も
存在します。成功するためには、品質の維持や顧客満足度の向上に努めると共に、地域の特
性や需要に合わせた戦略的なアプローチが求められます。 
未来に向けては、技術の進化やニーズの変化に対応しながら、新たな可能性を追求していく
ことが重要です。 
無人販売所の運営に関わる皆さまにとって、本ガイドラインが貴重な参考となり、安全で品
質の高い農産物を提供するための一助となることを願っています。 
 

認証プレートを贈呈する場合の基準は以下の通りです。 
 
��無人販売所の設置と運営の基準を遵守していること 
無人販売所の場所選び、必要な設備とセキュリティ対策、許可や登録の手続き、販売所の運営に関する注
意点など、ガイドラインに記載されている基準を適切に実施していることが求められます。 
 
��商品の品質管理と安全性確保の実施 
農産物の品質管理や安全性確保に関する基準を遵守していることが重要です。適切な収穫や保存方法、販
売可能な農産物の選定、消費期限の設定と表示などの基準に従っていることが求められます。 
 
��衛生管理と安全対策の実施 
衛生面の注意点と清潔な環境づくり、食品安全基準の遵守、虫害や病害の予防と対策、火災・災害時の対
応策などの基準を適切に実施していることが求められます。 
 
��顧客対応とコミュニケーションの質 
顧客への接客マナーと説明力、顧客からの意見や苦情への適切な対応、宣伝と PR 活動の方法に関する基
準を遵守していることが重要です。 
 
��法的な考慮事項と遵守すべき法律の順守 
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食品衛生法に基づく基本ルール、商品表示に関する法的要件、防災・安全対策に関する法令、個人情報保
護法に基づく適切な管理などの法的な要件を遵守していることが求められます。 
 
��問題発生時の対応とトラブル防止策の実施 
商品の品質問題への対応、盗難や器物損壊への対策、トラブル防止のための注意点などの基準を適切に実
施していることが求められます。 
 
��ガイドライン全体の遵守 
ガイドラインの全ての項目について適切に遵守していることが重要です。 
 
以上の基準をクリアし、ガイドラインの要件を満たしている場合に認証プレートを贈呈することができま
す。また、プレートには認証の有効期限や認証機関のロゴなどを含めることも考えられます。 
 
※判断には、専用ページから写真をアップして頂くか、アグクリのメールアドレスへ項目ごとの写真をメ
ール頂く。（専用ページはフォームランなどを想定（https://ferret-plus.com/35794 ）） 

 
【参考】 
無人販売所 全体 
無人販売（無人店舗）とは？メリットや国内事例、成功のポイントを解説 (squareup.com) 
 
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jssd/69/0/69_4/_pdf 
 
無人販売とは？メリット・デメリット、最新の導入事例、非接触で接客コストの低い食品販売方法を紹介 
| 口コミラボ (kutikomi.com) 
 
------------- 
協議会 HP 【参考】 これくらいシンプルでいい 
https://www.kenbankoutori.jp/ 
--------------- 
ガイドライン 見た目【参考】 
https://cio.go.jp/sites/default/files/uploads/documents/1012_web_guidebook.pdf 
------------- 
 
 
（参考） 
https://crd.ndl.go.jp/reference/modules/d3ndlcrdentry/index.php?page=ref_view&id=1000174319 
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質問 

(Question) 

「農産物直売所」の意味(定義)を知りたい 

回答 

(Answer) 

農林⽔産省の統計(6 次産業化総合調査  http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/rokujika/  確認⽇︓2013/12/17)の"用語の解説

以下の記載があります。 

 

 

"11. 農産物直売所 

 農業経営体⼜は農協等が⾃ら⽣産した農産物（構成員が⽣産した農産物や農産物加⼯品を含む。）を定期的に不特定の消費者に直接対

売をするために開設した施設や場所をいう。 

なお、市区町村、農協等が開設した施設、道の駅等に併設された施設を利用するもの、果実等の季節性が⾼い農産物を販売するため、期間を

限定して開設されたもの、定期的に開設している朝市などを含む。 

ただし、無人販売所、移動販売及びインターネットによる販売は除く。 " 

 
野菜販売に関する許可を販路・加工品種ごとに総まとめ 
https://farm-connect.org/agricultural-management/permit-to-sell-vegetables/ 


